日本資本主義の米価問題(五) by 井上 周八 et al.
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
井
上
周
八
一
米
価
問
題
の
意
義
二
米
穀
・
米
価
政
策
の
概
観
戦
前
第
一
期
明
治
前
半
期
の
財
政
的
米
価
調
節
期
(
明
治
元
年
t
二
三
年
)
グ
第
二
期
明
治
後
半
期
の
米
穀
関
税
政
策
期
、
米
価
放
任
時
代
(
明
治
二
四
年
t
四
四
年
)
h
q
第
三
期
米
穀
法
制
定
直
前
ま
で
の
米
価
政
策
期
、
自
由
価
格
制
の
最
後
の
時
期
(
大
正
一
元
年
l
九
年
)
b
q
第
四
期
米
穀
法
制
定
下
の
米
価
政
策
期
、
恒
久
的
米
悩
調
節
時
代
、
間
接
続
制
時
代
(
大
正
十
年
t
昭
和
七
年
)
グ
第
主
期
米
穀
統
制
法
制
定
下
の
米
価
政
策
期
(
昭
和
八
年
i
十
六
年
)
グ
第
六
期
食
糧
管
理
法
制
定
下
の
米
価
政
策
期
|
|
終
戦
前
|
l
戦
後
第
一
期
食
糧
増
産
、
強
権
供
出
に
よ
る
収
奪
的
食
糧
統
制
期
(
敗
戦
I
朝
鮮
戦
争
開
始
)
。
第
三
期
尖
糧
事
情
の
好
転
に
と
も
な
う
日
本
農
政
転
換
の
準
備
期
(
朝
鮮
戦
争
l
昭
和
一
一
九
年
)
l
l
l
以
上
既
載
|
|
第
一
二
期
世
界
的
自
由
化
へ
の
対
策
下
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
一
万
円
米
価
」
政
策
期
(
昭
和
三
O
年
t
三
五
年
〉
~ 
戦
後
第
三
期
陛
界
的
自
由
化
へ
の
対
策
下
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
ご
方
円
米
価
」
政
策
期
(
磁
和
一
ニ
O
年
よ
一
一
五
年
)
戦
後
の
第
一
期
が
、
敗
戦
に
よ
る
徹
底
的
荒
廃
と
ア
メ
リ
カ
の
事
実
上
の
単
独
占
領
の
中
か
ら
、
独
占
資
本
が
、
復
金
融
資
や
価
格
差
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
四
日
本
資
本
主
義
の
米
側
問
題
(
五
)
凹
四
補
給
金
と
い
う
二
本
の
竹
馬
の
足
に
支
え
ら
れ
、
賃
銀
と
物
価
お
よ
び
食
糧
の
雇
接
的
統
制
と
、
貿
易
の
複
数
為
替
レ
l
ト
に
よ
る
管
理
の
も
と
で
、
立
直
り
を
は
か
っ
た
こ
と
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
ま
た
第
二
期
が
、
本
格
的
再
建
を
目
ざ
す
日
本
独
占
資
本
が
、
見
返
り
資
金
に
よ
る
財
政
投
融
資
宏
行
い
、
単
一
為
替
レ
l
ト
に
よ
る
日
本
経
済
の
対
米
従
属
を
強
め
な
が
ら
、
農
業
保
護
主
義
か
ら
の
質
的
転
換
の
方
向
を
歩
み
出
し
た
の
に
対
し
、
こ
の
第
三
期
の
経
済
的
特
徴
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
唱
和
二
九
年
の
不
況
も
、
一
ニ
O
年
に
は
い
る
や
、
世
界
的
好
況
を
背
景
と
す
る
輸
出
の
好
転
に
よ
り
次
第
に
立
直
っ
て
き
た
。
そ
し
て
終
戦
以
来
ほ
ぼ
十
年
の
聞
に
日
本
の
独
占
資
本
は
日
本
経
済
の
な
か
で
決
定
的
な
役
割
を
演
ず
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
生
産
集
中
度
は
独
占
の
支
配
す
る
各
種
産
業
の
上
位
五
社
で
六
O
l
一
oowmに
達
し
、
資
産
総
額
一
O
億
円
以
上
の
五
三
二
企
業
(
総
数
の
一
五
万
)
が
資
産
評
価
総
額
の
五
六
・
二
%
を
占
め
る
に
至
っ
た
〈
公
主
取
引
委
員
会
『
日
本
産
業
集
中
の
実
態
』
東
洋
経
済
社
、
昭
和
三
二
年
、
参
照
)
。
二
九
年
秋
に
至
る
ま
で
デ
フ
レ
恐
慌
の
深
化
と
経
済
全
燥
が
進
ん
だ
が
、
こ
の
秋
頃
か
ら
国
際
収
支
が
好
転
し
、
一
ニ
O
年
は
前
年
に
引
続
き
一
兆
円
予
算
の
枠
を
堅
持
し
、
入
、
二
五
六
万
石
と
い
う
記
録
破
り
の
大
豊
作
と
相
ま
っ
て
、
経
済
は
活
況
を
呈
し
、
国
際
収
支
の
黒
字
は
約
五
億
ド
ル
(
前
年
度
は
約
一
億
ド
ル
)
と
大
巾
に
改
善
さ
れ
た
。
ま
だ
こ
の
外
閏
為
替
収
支
(
国
際
収
支
)
の
受
取
超
過
は
鉱
工
業
生
産
の
拡
大
を
促
進
し
、
そ
の
生
産
指
数
は
暦
年
で
入
・
二
克
、
会
計
年
度
で
二
一
・
五
銘
の
増
と
な
っ
た
。
し
か
も
需
要
の
増
大
に
対
し
供
給
を
ふ
や
し
て
き
た
の
で
、
物
価
は
格
別
に
上
昇
す
る
こ
と
も
な
く
、
二
九
年
が
「
地
固
め
の
年
」
と
呼
ば
れ
た
の
に
対
し
、
こ
の
三
O
年
は
日
本
経
済
の
戦
前
水
準
回
復
期
か
ら
積
極
的
発
展
期
へ
の
「
境
目
の
年
」
と
み
ら
れ
、
(
H
H
〉
ど
と
も
呼
ば
れ
る
と
と
も
に
、
投
資
〆
ブ
1
ム
の
始
発
期
(
二
一
O
年
秋
ご
ろ
か
ち
)
と
な
っ
た
。
ま
た
「
数
量
景
気
の
年
」
な
(
必
〉
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う
一
一
一
一
口
実
が
流
行
し
た
の
は
昭
和
三
一
年
で
あ
る
が
、
製
造
工
業
の
生
産
指
数
は
す
で
に
二
六
年
に
戦
前
の
水
準
を
超
え
て
お
り
、
コ
一
O
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
の
急
上
昇
に
よ
っ
て
、
三
一
年
に
そ
れ
は
戦
汀
の
二
倍
の
水
準
を
突
破
し
た
・
戦記J基準による諸指標の昭和30年水準
i鼠和自 -11年平均=100)早とっ
こ蚕都だ
こ彦市。 人 口 129.7 
に 宕消で
害惇 戒警告者数 133.5 
全??費は
体 7 水こ 宍質国民所得額 139.0 
と日準の
し芸アよ 民ょ. 1人日 107.1 フZζ
てよ示う (会計年度では 113.3) 
υ すな
産業活致事雪合指数 187.9 
生、政
主主:都府本 斜治生産拘数 189.4 
面 市 発 経 (耐久対 222.6) 
叩表済
の 塑のの (非耐久財 問。)
戦菜 指 立 労働生産性指数 131. 3 
別 議 数 直
7)( ':"t は り 実質国民主主投資額 154.2 
準 工との
九 生産設備総長 200台
の欠くな
超ヲ に か 農業生産指数 133.7 
禁AE Z 輸出数量指数 口
i カ: 国 章輸前ス数量摺望数世 9卯自 1
労主ζ: あ民 一一←
働 守 るの (筒考)1 交は昭和10年を100とした概訟3
考 古 β:! 2.輸出も昭和32年にはほぼ戦前の水準古田復。
民主試京 〈小林義雄『戦後日本僻史」別賞)
賃よみ準
銀 γ?と は
よ 修 ど 剰 に 占 約 年 目 て然 経輸生準指
低 空 A の農よめ三膨本はと し済出産に数ノト
生出を程産りて O 大経、しか史入こまを林
活 盆力日度物滅い{意な済大てし』ことで上義
7]( 'fえの処退だド金の巾、、ーとに達表雄
準 fTだ囲内す|ル額破な日こ二に耐しの氏
を YUB復法る|にと綻赤木の一輪久た如は
基主和をにやに速なは字がよ頁山財ーく戦
礎ぷ三示よ、よしり特が白う)の隼人示前
と(に O しる M つ、、需で分なと低産当し基
して 年 た 援 S てこそ収るの復の水」り、準
て λ ので助 A とのれ入こカ活べ準ま実「に
い ?で指あ輪ノトり問に|と で に て が ま 質 こ 対
る L 数ろ入麦つのよ|は自もい目提国れす
こ人をうに協く外る朝遊由かる立摺民にる
と同推か依定ろ国外鮮けにか。つ主主所よ昭
は上計。存やわ為貨戦らしわ て垂得る和
明〉で小すそれ替 ij:Z_争れうら い'さをと三
らと出林るの、受入聞なるず る 去 中 、 。
か指し氏と後こ阪は始い外、 」孟心戦年
で拍ャはいのの fE三以状貨 日 (ヂと前の
あし二、うア特額九来態を木 『にしの主
るて ? 実 状 メ 需 の 年 特 にも経 戦みて同要
ぃ Q 質態リが三ま需あっ 浴 後零、等な
ると賃でカ休害jではりては 日盆エの終
銀あ余 i段をで毎、し依 木て業7](i芹
政
治
面
を
み
る
と
、
こ
の
年
は
保
守
合
同
(
日
本
憲
政
史
上
初
の
単
一
保
守
政
党
の
出
現
)
と
社
会
党
(
三
月
の
総
選
挙
で
T
芽
の
一
を
獲
得
)
の
統
一
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
二
大
政
党
の
対
立
が
実
現
し
た
年
で
あ
り
、
ま
た
当
時
の
鳩
山
内
閣
は
一
方
で
は
日
ソ
交
渉
、
第
三
次
日
中
日
本
資
本
主
義
の
米
側
間
寝
(
五
)
四
五
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
〉
四
六
貿
易
協
定
の
成
立
(
五
月
)
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
憲
法
改
正
の
準
備
を
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
平
和
と
戦
争
の
二
正
面
作
戦
を
行
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
翌
三
一
年
は
、
夏
か
ら
三
二
年
春
に
か
け
て
世
界
的
好
況
に
支
え
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
村
武
景
気
」
「
投
資
景
気
」
な
る
も
の
を
現
出
し
一
兆
四
千
億
円
(
前
年
に
く
ら
べ
約
八
割
増
)
に
の
ぼ
る
設
備
投
資
に
よ
る
設
備
の
近
代
化
と
、
技
術
革
新
で
あ
る
。
と
の
年
の
実
質
国
民
所
得
は
前
年
度
に
く
ら
べ
二
ニ
・
九
広
、
鉱
工
業
生
産
は
二
三
克
の
増
を
一
示
し
、
内
需
の
拡
大
、
一
雇
傭
情
勢
た
。
そ
の
第
一
の
原
因
は
、
の
好
転
、
賃
銀
の
低
い
上
昇
率
、
物
価
動
向
の
堅
調
な
ど
が
み
ら
れ
た
が
、
輸
入
増
大
に
よ
り
国
際
収
支
は
主
化
(
手
持
ち
外
貨
二
億
九
、
一
O
O
万
ド
ル
)
し
た
。
政
治
的
に
は
二
大
政
党
の
激
突
(
小
選
挙
区
法
案
、
新
教
育
委
員
会
法
案
安
め
ぐ
っ
て
)
が
み
ら
れ
た
が
、
鳩
山
内
閣
の
か
か
げ
た
「
独
立
完
成
」
「
白
主
外
受
」
の
路
線
は
、
十
月
の
日
ソ
共
同
宣
言
調
印
と
な
り
、
冷
戦
の
一
時
的
緩
和
と
国
内
の
好
況
に
よ
り
順
調
に
進
む
か
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
つ
二
年
末
鳩
山
首
相
は
病
気
退
陣
し
、
石
橋
氏
が
総
裁
公
選
で
わ
ず
か
七
百
一
川
の
去
で
岸
氏
を
破
り
霊
場
し
た
。
だ
が
そ
の
石
橋
内
閣
も
ま
た
首
相
の
急
病
に
よ
り
組
問
後
二
ヶ
月
で
三
二
年
二
月
一
一
一
一
一
日
戦
後
政
局
の
一
転
換
を
画
す
る
岸
内
閣
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
。
三
二
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
崇
気
下
降
含
反
映
し
て
貿
易
収
支
の
悪
化
傾
向
が
進
み
、
金
融
引
締
め
が
行
わ
れ
、
前
年
の
神
武
景
気
は
急
転
し
て
日
本
経
済
の
景
気
は
後
退
し
、
繊
維
業
界
、
鉄
鋼
業
界
の
摂
短
や
人
員
整
理
が
行
わ
れ
、
二
八
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
と
同
様
の
不
況
の
様
相
を
呈
し
、
い
わ
ゆ
る
「
鍋
底
景
気
」
を
現
出
し
た
。
と
の
原
因
は
、
一
{
二
年
七
月
の
ス
エ
ズ
動
乱
に
と
も
な
う
在
庫
の
仕
入
れ
す
ぎ
に
よ
る
(
イ
ン
ペ
ン
ト
り
l
・
り
セ
γ
シ
ョ
ン
)
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
国
際
収
支
は
上
半
期
の
赤
字
(
累
計
五
億
ド
ル
)
に
対
し
、
下
半
期
は
逆
に
二
億
ド
ル
の
黒
字
と
な
り
、
十
一
月
末
外
貨
準
備
額
は
九
億
ド
ル
台
に
快
復
し
た
。
翌
三
三
年
、
ア
メ
リ
カ
の
景
気
は
上
昇
傾
向
そ
示
し
た
が
、
わ
が
国
の
設
備
投
資
は
頭
打
ち
と
な
り
、
一
雇
一
情
事
情
は
悪
化
の
傾
向
を
加
え
た
。
し
か
し
三
三
年
の
経
済
水
準
を
戦
前
に
く
ら
べ
る
と
、
貿
易
量
だ
け
は
や
や
落
ち
る
が
、
鉱
工
業
生
廷
は
二
-
七
倍
以
上
に
伸
び
、
米
の
生
産
も
約
八
千
万
石
が
平
年
作
と
み
ら
れ
る
に
い
た
り
、
一
人
当
り
実
質
国
民
所
得
は
約
三
割
増
(
住
宅
は
戦
前
よ
り
不
足
、
消
費
水
準
は
戦
前
よ
り
三
割
上
昇
)
と
な
っ
た
。
こ
の
年
の
九
月
に
は
藤
山
・
ダ
レ
ス
会
談
で
安
保
改
定
に
つ
い
て
意
見
が
一
致
し
、
十
月
そ
の
第
一
回
交
渉
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
三
四
年
に
は
い
る
と
、
欧
米
諸
国
の
景
気
は
好
転
し
、
世
界
的
な
景
気
上
昇
期
を
迎
え
、
日
本
も
ア
メ
リ
カ
の
景
気
上
昇
を
主
因
と
す
る
戦
後
最
良
の
年
(
「
岩
戸
景
気
」
〉
を
迎
え
た
。
す
な
わ
ち
、
景
気
は
鍋
底
を
脱
し
た
あ
た
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
一
気
に
上
昇
し
、
秋
か
ち
暮
に
か
け
て
は
設
備
投
資
/
や
物
価
の
動
き
に
や
や
過
熱
の
兆
し
そ
示
し
、
在
庫
補
充
か
ら
在
庫
増
し
の
状
態
と
な
っ
た
。
こ
の
年
の
輸
出
総
額
は
三
四
億
ド
ル
に
達
し
て
戦
前
水
準
を
回
復
し
、
国
際
収
支
の
黒
字
は
二
ニ
億
二
、
ニ
O
O万
ド
ル
(
前
年
度
八
億
六
。
万
ド
ル
〉
と
な
っ
た
。
日
本
経
済
の
成
長
率
は
こ
の
年
、
鍋
底
不
況
の
三
三
年
度
か
ら
景
気
上
昇
局
面
に
移
っ
た
年
で
あ
る
と
は
い
〉
え
、
名
目
で
二
0
・
六
%
、
実
質
で
一
七
・
七
克
と
そ
の
驚
異
的
数
字
を
示
し
た
。
こ
の
年
社
会
党
は
左
右
に
分
裂
し
た
。
一
二
五
年
の
一
月
、
日
米
安
保
条
約
及
び
行
政
協
定
が
調
印
さ
れ
た
。
一
二
五
年
の
後
半
に
は
い
る
や
、
新
安
保
条
約
の
自
然
承
認
(
六
月
)
と
い
う
政
治
情
勢
の
も
と
で
、
岸
内
閣
に
代
っ
て
登
場
し
た
池
田
内
閣
は
、
所
得
倍
増
、
高
度
経
済
成
長
政
策
を
打
ち
出
し
、
さ
か
ん
な
設
備
投
資
と
個
人
消
費
支
出
の
増
大
、
消
費
者
物
価
の
値
上
り
の
な
か
で
、
貿
易
自
由
化
受
入
れ
体
制
を
一
不
し
た
。
池
田
内
閣
の
経
済
政
策
の
重
点
は
、
第
一
に
高
度
成
長
の
原
動
力
で
あ
る
重
化
学
工
業
を
中
心
と
す
る
資
本
の
菩
積
、
公
共
投
資
事
業
に
よ
る
産
業
基
盤
の
拡
大
で
あ
り
、
第
二
は
財
政
上
の
蓄
積
助
成
措
置
と
し
て
の
企
業
課
税
の
軽
減
、
企
業
の
金
利
負
担
軽
減
の
た
め
の
低
金
利
政
策
の
推
進
、
第
三
一
は
大
企
業
本
位
の
中
小
企
業
、
農
業
な
ど
の
整
備
、
第
四
は
池
田
内
閤
以
前
に
そ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
完
了
し
て
い
た
貿
易
の
自
由
化
、
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
年
三
池
炭
坑
の
争
議
が
一
月
以
来
二
O
O余
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
労
資
の
死
力
を
つ
く
し
て
の
争
い
が
妥
結
し
た
の
は
年
末
で
あ
っ
た
。
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
〉
四
七
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
四
八
(
必
)
貿
易
自
由
化
は
、
周
知
の
よ
う
に
新
安
保
条
約
の
必
然
的
帰
結
で
あ
っ
た
。
日
米
新
安
保
条
約
の
第
二
条
に
は
、
「
締
結
国
は
、
そ
の
国
際
経
済
政
策
に
お
け
る
く
い
ち
が
い
を
除
く
こ
と
に
努
め
、
ま
た
両
日
出
の
聞
の
終
済
的
協
力
志
促
進
す
る
」
と
の
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
条
約
が
単
な
る
軍
事
同
盟
で
は
な
く
、
日
米
独
占
資
本
の
経
済
同
盟
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
新
安
保
条
約
の
最
大
の
特
徴
は
、
日
本
の
貿
易
・
為
替
の
「
自
由
化
」
を
通
じ
て
両
国
の
経
済
的
協
力
を
促
進
す
る
と
い
う
と
と
ろ
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
新
安
保
条
約
批
准
(
六
月
一
一
一
一
一
日
)
の
翌
日
、
日
本
政
府
は
「
貿
易
、
為
替
自
由
化
計
画
大
綱
」
を
発
表
し
、
「
昭
和
三
五
年
四
月
現
在
に
お
い
て
四
O
克
で
あ
っ
た
自
由
化
率
を
、
三
年
後
に
お
い
て
お
お
む
ね
入
O
%
、
石
油
、
石
炭
を
自
由
化
し
た
場
合
に
は
お
お
む
ね
九
O
%
に
引
き
上
げ
る
」
こ
と
な
ア
メ
リ
カ
に
誓
約
し
た
。
こ
の
「
計
画
」
は
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
の
圧
力
に
よ
る
池
田
内
閣
の
「
四
具
易
・
為
替
自
由
化
促
進
計
画
」
(
昭
和
三
六
年
九
月
)
に
よ
っ
て
一
段
と
は
や
め
ら
れ
、
そ
の
「
自
由
化
率
」
(
日
本
で
は
昭
和
三
四
年
が
基
準
年
次
)
は
、
三
四
年
一
月
の
三
三
%
、
一
二
五
年
四
月
の
四
一
広
か
ら
二
二
六
年
四
月
六
三
%
、
三
七
年
四
月
七
三
%
、
同
十
月
八
八
沼
、
一
一
一
入
年
四
月
八
九
%
、
同
入
月
九
三
・
一
%
、
三
九
年
十
月
九
二
・
入
%
と
急
速
に
寓
め
ら
れ
、
遂
に
西
欧
諸
国
の
水
準
に
達
し
た
。
こ
の
間
三
入
年
二
月
に
は
ガ
γ
ト
十
一
条
固
に
移
行
し
、
ガ
ッ
ト
で
認
め
ら
れ
た
例
外
品
目
を
除
き
、
す
べ
て
の
品
目
の
輸
入
制
限
を
撤
廃
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
三
九
年
四
月
か
ら
I
M
F
入
条
固
に
移
行
し
、
国
際
収
支
上
の
理
由
で
は
為
替
制
限
、
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
急
速
な
自
由
化
は
西
欧
諸
国
が
同
じ
程
度
の
「
自
由
化
」
の
た
め
に
、
O
E
C
D
(
ヨ
i
ロ
v
パ
経
済
協
力
機
構
)
「
域
内
」
の
「
自
由
化
」
を
手
始
め
と
し
て
、
昭
和
二
四
年
か
ら
ほ
ぼ
十
年
の
歳
月
を
費
し
た
の
に
く
ら
べ
る
と
|
|
l
西
欧
諸
国
も
す
べ
て
の
口
四
日
の
白
由
化
で
は
な
く
、
多
か
れ
少
な
か
れ
輸
入
制
限
を
行
っ
て
い
る
が
l
l、
異
常
な
速
き
で
あ
る
。
以
上
、
二
九
年
の
M
S
A協
定
の
成
立
か
ら
新
安
保
条
約
の
成
立
に
至
る
ま
で
の
こ
の
期
の
経
済
的
特
徴
を
要
約
す
る
と
、
こ
の
期
は
、
日
本
の
独
占
資
木
が
対
米
従
属
と
再
五
備
を
い
っ
そ
う
強
化
し
な
が
ら
、
貿
易
自
由
化
に
備
え
、
経
済
の
高
度
成
長
政
策
佐
と
り
、
国
家
権
力
の
保
護
の
も
と
に
技
術
の
草
新
、
設
備
投
資
の
拡
大
、
財
政
・
金
融
そ
の
他
一
切
の
資
本
主
義
的
機
構
を
総
動
員
し
て
の
優
遇
措
置
に
よ
る
資
本
の
急
速
な
蓄
積
の
助
長
、
そ
の
後
の
中
小
企
業
基
本
法
や
農
業
基
木
法
に
一
万
さ
れ
る
巾
小
企
業
や
農
民
の
独
占
本
位
の
再
編
政
策
の
準
舗
の
推
進
な
ど
、
大
資
本
の
た
め
の
政
策
の
露
骨
な
遂
行
を
特
徴
と
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
経
済
的
背
景
を
も
っ
こ
の
期
の
米
穀
・
米
価
政
策
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
次
に
み
よ
う
。
二
九
年
度
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
デ
フ
レ
政
策
は
、
三
0
年
度
に
も
ほ
ぼ
同
様
に
継
続
さ
れ
た
。
二
九
年
度
の
デ
フ
レ
政
策
が
な
ぜ
と
ら
れ
た
か
の
理
由
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
二
入
年
六
月
の
朝
鮮
動
乱
終
結
に
よ
り
生
じ
た
特
需
の
減
少
、
軍
需
市
坊
の
縮
少
を
克
服
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
さ
し
あ
た
り
政
府
の
と
っ
た
手
段
が
M
S
A
の
う
け
い
れ
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
石
二
鳥
の
ね
ら
い
を
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
も
第
一
に
、
日
本
の
再
軍
備
を
国
際
的
公
約
と
し
て
強
行
さ
せ
る
と
と
で
あ
り
、
第
二
は
余
剰
農
産
物
の
供
与
、
域
外
日
本
の
対
外
収
支
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
国
際
収
支
の
改
善
と
輸
買
付
の
増
大
、
借
款
の
提
供
な
ど
に
よ
り
、
出
の
促
進
を
は
か
る
た
め
に
は
、
他
方
で
企
業
の
合
理
化
と
物
価
水
準
の
引
下
げ
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
み
れ
ば
日
本
の
物
価
水
準
を
さ
げ
る
乙
と
に
よ
り
、
援
助
資
金
の
購
買
力
を
大
き
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
目
的
を
も
つ
デ
フ
レ
政
策
は
当
初
か
ら
重
大
な
矛
盾
を
内
包
し
て
い
た
。
そ
れ
は
第
一
に
は
、
デ
フ
レ
政
策
の
た
め
に
は
、
予
算
全
体
の
規
模
を
一
一
八
年
度
よ
り
圧
縮
す
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
事
費
(
自
衛
隊
の
経
費
の
ほ
か
に
防
衛
分
担
金
や
旧
軍
人
恩
給
を
も
ふ
く
め
た
広
義
の
箪
事
費
)
と
独
占
資
本
へ
の
集
中
を
強
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
企
業
合
理
化
」
を
は
か
る
た
め
の
財
政
投
融
資
と
を
増
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
こ
の
た
め
そ
れ
以
外
の
諸
経
費
、
と
く
に
農
村
関
係
の
諸
経
費
に
は
強
い
削
減
が
お
こ
な
わ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
そ
の
う
え
「
資
本
蓄
積
」
の
促
進
の
た
め
に
所
得
税
や
法
人
税
を
軽
減
し
、
間
接
消
研
一
税
や
地
方
税
の
増
徴
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
大
衆
の
租
税
負
担
が
増
大
し
た
こ
と
、
第
三
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
さ
け
え
な
い
財
政
面
か
ら
の
支
払
超
過
を
、
金
融
の
ひ
き
し
め
に
よ
っ
て
尻
ぬ
ぐ
い
し
、
そ
の
た
め
、
中
小
企
業
に
深
刻
な
資
金
難
が
生
じ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
結
果
、
中
小
企
業
の
破
綻
や
失
業
の
増
大
は
、
他
方
に
お
け
る
農
林
経
費
の
削
減
、
租
税
負
担
の
増
大
、
M
S
A
小
麦
、
余
剰
農
産
物
な
ど
の
増
大
に
よ
る
麦
価
や
米
価
、
乳
価
な
ぎ
の
低
落
等
と
相
ま
っ
て
、
農
村
の
不
況
を
探
化
さ
せ
る
役
割
を
果
し
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
矛
盾
の
う
え
に
三
0
年
度
の
一
兆
円
子
算
は
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
年
の
曲
農
林
関
係
予
算
の
減
少
は
い
ち
じ
る
し
か
っ
た
。
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
問
問
(
五
)
四
九
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
五。
(
大
内
力
「
一
兆
円
予
算
と
農
林
経
費
」
『
日
本
農
業
年
総
』
E
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
三
十
年
十
月
、
一
五
頁
以
下
参
照
)
。
こ
の
一
兆
円
予
算
の
農
業
へ
の
影
響
は
、
農
業
保
護
か
ら
の
大
き
な
後
退
で
あ
り
、
と
く
に
下
培
農
民
の
切
捨
て
、
農
業
へ
の
生
存
競
争
の
持
込
み
で
あ
り
、
農
業
の
荒
廃
と
衰
退
を
政
策
的
に
是
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
考
え
の
基
調
に
は
、
「
今
日
の
如
き
世
界
的
に
食
糧
が
過
剰
と
な
り
、
い
つ
で
も
廉
い
食
糧
の
輸
入
が
で
き
る
場
合
に
は
、
国
内
農
業
の
増
産
(
開
拓
や
土
地
改
良
や
災
害
復
出
工
事
等
)
に
多
く
の
資
本
を
投
下
す
る
の
は
不
合
理
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
さ
ら
に
、
あ
ま
り
効
果
の
な
い
農
業
よ
り
工
業
に
投
資
し
、
そ
の
商
品
を
輸
出
し
、
そ
の
資
企
で
食
糧
を
買
入
れ
た
方
が
ず
っ
と
得
だ
」
(
石
渡
貞
雄
、
『
日
本
農
業
年
報
』
置
、
一
O
一
貝
〉
と
い
う
、
そ
の
後
の
農
業
乙
の
よ
う
な
農
政
の
基
本
路
線
上
の
問
題
と
し
て
、
三
基
本
訟
に
結
実
す
る
河
野
農
政
の
基
本
的
方
向
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
0
年
度
か
ら
「
予
約
売
渡
制
」
(
政
府
側
か
ら
み
れ
ば
予
約
買
入
制
。
閣
議
お
よ
び
食
糧
庁
の
正
式
呼
称
は
事
前
売
渡
申
込
制
。
以
下
「
予
約
制
」
と
呼
ぶ
)
の
実
施
が
閣
議
決
定
(
五
月
七
日
)
さ
れ
た
。
昭
和
十
七
年
の
食
糧
管
理
訟
の
成
立
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
て
以
来
約
十
五
年
聞
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
供
出
制
度
」
は
こ
こ
に
そ
の
性
格
を
表
面
的
に
は
装
え
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
予
約
制
と
は
何
か
と
い
う
に
、
そ
れ
は
収
穫
前
に
生
産
者
た
る
農
民
が
政
府
に
売
渡
す
予
定
数
量
を
自
主
的
に
申
込
み
、
こ
の
数
量
を
も
っ
て
原
則
と
し
て
供
出
割
当
の
数
量
と
し
、
農
業
団
体
を
中
心
と
す
る
集
荷
業
者
の
活
動
や
、
さ
ら
に
は
農
業
委
員
会
、
市
町
村
、
県
等
の
地
方
行
政
庁
、
関
係
行
政
機
関
が
協
力
し
て
集
荷
す
る
方
式
の
と
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
月
十
六
日
の
「
昭
和
三
十
年
産
米
の
集
荷
に
つ
い
て
」
(
食
糧
庁
長
官
)
が
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
現
行
食
糧
管
理
法
を
改
正
す
る
こ
と
な
く
生
産
者
の
自
主
的
売
渡
と
生
産
者
か
ら
委
託
を
受
け
た
集
荷
業
者
の
活
動
促
進
を
基
調
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
以
外
に
売
渡
し
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
統
制
の
点
で
は
こ
れ
ま
で
と
何
ら
の
変
更
も
な
い
が
、
し
か
し
、
適
正
な
米
価
と
概
算
払
、
申
込
加
算
、
減
税
等
の
措
置
に
よ
っ
て
、
非
合
法
な
ヤ
ミ
米
販
売
よ
り
も
安
全
か
つ
有
利
で
あ
る
と
い
う
気
持
を
農
民
に
与
え
、
自
主
的
に
政
府
に
売
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
点
で
は
異
な
る
方
式
で
あ
る
。
で
は
何
故
予
約
制
を
政
府
は
採
用
せ
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
の
か
。
鳩
山
内
閣
(
二
九
年
十
二
月
十
日
t
一ニ
O
年
十
一
月
一
一
一
一
日
)
は
総
選
挙
に
あ
た
っ
て
、
米
の
統
制
に
つ
い
て
二
つ
の
公
約
、
す
な
わ
ち
、
消
費
者
に
対
し
て
は
現
行
配
給
量
と
そ
の
価
格
の
維
持
、
生
産
者
に
対
し
て
は
供
出
制
度
の
改
善
、
を
提
示
し
て
い
た
。
こ
の
生
産
者
に
対
す
る
公
約
は
、
曲
辰
民
が
農
産
物
価
格
の
下
落
と
兼
業
収
入
の
減
少
に
よ
り
米
の
強
制
供
出
を
耐
え
が
た
く
感
じ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
結
果
強
権
供
出
制
は
事
前
の
予
約
制
に
か
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
従
来
の
国
、
県
、
市
町
村
を
通
し
て
の
政
府
か
ら
の
供
日
割
当
が
、
も
は
や
受
入
れ
ら
れ
が
た
い
限
界
ま
で
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
政
府
は
農
民
へ
の
む
き
出
し
の
国
家
権
力
に
よ
る
直
接
的
強
制
と
い
う
印
象
を
避
け
る
た
め
、
経
済
的
利
益
を
与
え
る
と
い
う
姿
勢
と
供
出
へ
の
自
発
的
約
束
と
い
う
ベ
1
ル
の
も
と
で
、
強
権
供
出
と
い
う
性
格
を
ぼ
や
か
そ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
予
約
制
実
施
に
は
以
上
の
ほ
か
に
も
っ
と
重
大
な
問
題
が
潜
ん
で
い
た
。
ぞ
れ
は
「
予
約
制
、
が
統
制
緩
和
を
通
じ
て
、
や
が
て
統
制
撤
廃
に
す
す
む
一
時
的
な
制
度
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
九
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
農
協
関
係
者
や
、
そ
の
他
統
制
継
続
に
利
益
を
も
っ
人
た
ち
は
、
予
約
制
は
統
制
撤
廃
へ
の
『
橋
渡
し
L
で
は
な
い
、
と
主
張
し
て
レ
る
。
し
か
し
撤
廃
論
者
は
と
う
考
え
た
の
で
あ
る
。
予
約
制
で
米
の
集
荷
が
失
敗
す
れ
ば
、
次
は
統
制
撤
廃
だ
、
も
し
戚
功
し
て
米
が
予
定
以
上
に
集
ま
れ
ば
、
間
接
続
制
に
必
要
な
備
蓄
米
が
で
き
て
、
統
制
撤
廃
に
乗
り
切
れ
る
、
(
大
島
清
『
日
本
の
農
(
川
叩
)
業
』
上
巻
、
理
論
社
、
昭
和
三
一
年
、
四
六
頁
)
。
し
た
が
っ
て
、
予
約
制
は
ア
メ
リ
カ
を
始
め
と
す
る
外
国
余
剰
農
産
物
の
輸
入
と
い
う
経
と
Lー
済
的
圧
迫
に
よ
り
、
低
米
価
の
基
本
線
を
あ
く
ま
で
も
貫
こ
う
と
す
る
意
図
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
政
府
が
予
約
制
の
実
施
と
同
時
に
食
管
制
の
根
本
的
再
検
討
を
始
め
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
大
島
氏
の
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
統
制
撤
廃
論
者
で
あ
る
経
済
団
体
連
合
会
の
堀
問
事
務
局
長
の
「
朝
日
新
聞
」
〈
昭
和
三
O
年
八
月
一
日
)
紙
上
で
の
「
大
豊
作
と
い
う
こ
の
天
の
助
け
を
の
が
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
天
罰
て
き
め
ん
で
あ
ろ
う
:
:
:
準
内
地
米
や
外
米
を
思
い
切
っ
て
多
量
に
そ
し
て
安
く
買
入
日
本
出
兵
木
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
五
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
五
れ
て
一
千
万
石
く
ら
い
の
操
作
米
を
持
つ
べ
き
だ
:
:
:
そ
し
て
間
接
統
制
に
移
れ
」
(
『
日
本
の
農
業
』
上
巻
、
四
七
頁
)
と
い
う
主
張
や
、
同
じ
「
朝
日
新
聞
」
(
九
月
五
日
夕
刊
)
紙
上
で
の
小
林
二
ニ
氏
の
「
:
:
:
い
よ
い
よ
豊
作
だ
よ
。
そ
こ
で
私
の
提
案
は
、
こ
の
機
会
に
思
い
き
っ
て
統
制
を
は
ず
す
こ
と
で
す
。
:
:
:
統
制
を
や
め
て
、
‘
取
引
所
を
も
う
一
度
聞
け
ば
い
い
。
日
本
の
値
が
高
け
れ
ば
、
安
い
外
米
が
ド
ン
ド
ン
入
っ
て
き
て
、
す
ぐ
下
勺
て
し
ま
い
ま
す
よ
」
(
向
上
)
と
い
う
主
張
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
(
必
)
「
一
二
O
年
産
基
準
米
価
一
O
、
O
六
O
円
は
、
ト
ン
当
り
一
八
四
・
四
三
ド
ル
に
相
当
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
七
月
現
在
準
内
地
米
の
輸
入
価
絡
(
C
I
F
)
は
、
加
州
米
一
七
七
ド
ル
、
台
湾
米
一
七
四
・
五
ド
ル
、
イ
夕
日
ヤ
米
一
七
二
ド
ル
、
中
共
米
一
六
五
ド
ル
と
な
り
、
さ
ら
に
普
通
外
米
の
テ
キ
サ
ス
米
一
六
五
ド
ル
、
ピ
ル
マ
・
タ
イ
米
一
五
四
ド
ル
へ
と
下
落
し
て
い
る
。
河
野
農
相
も
就
任
直
後
『
い
ま
朝
鮮
に
は
大
体
三
O
万
ト
ン
ぐ
ら
い
の
売
り
物
が
あ
る
し
、
台
湾
に
も
一
年
に
一
O
万
ト
ン
か
ら
ご
O
万
ト
ン
、
中
共
で
一
O
万
ト
シ
、
加
州
で
も
二
、
一
一
一
O
万
ト
ン
く
ら
い
買
え
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
準
内
地
米
が
七
、
八
O
万
ト
ン
は
期
待
で
き
る
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
内
地
米
と
遠
わ
な
い
』
と
語
り
(
「
毎
日
新
聞
」
五
五
・
一
一
了
て
一
己
、
『
取
ら
ぬ
狸
の
皮
算
用
』
を
し
な
が
ら
一
二
二
年
度
か
ら
間
接
統
制
に
移
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
」
(
石
川
英
夫
・
団
野
信
夫
「
予
約
売
渡
制
と
米
価
決
定
」
『
日
本
農
業
年
報
』
E
、
三
八
|
九
頁
)
。
こ
の
点
に
関
し
、
近
山
脈
康
男
氏
は
外
米
・
外
麦
が
安
い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
従
属
体
制
の
結
果
で
あ
る
、
と
し
て
次
の
よ
う
に
の
ぺ
て
い
る
。
「
世
界
的
過
剰
生
産
の
な
か
で
の
豊
作
が
日
本
の
農
民
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
米
の
統
制
廃
止
と
い
う
保
守
政
府
の
再
三
の
方
針
声
明
で
あ
っ
た
。
食
糧
不
足
だ
か
ら
統
制
も
や
む
を
え
な
か
っ
た
が
、
緩
和
し
た
今
日
統
制
撤
廃
は
当
然
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
支
配
的
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
:
:
:
外
米
・
外
麦
は
消
費
カ
を
無
視
し
た
過
剰
生
産
の
結
果
、
世
…
界
市
場
価
格
に
お
い
て
低
落
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
か
に
し
て
外
米
や
外
麦
が
、
白
木
の
農
民
に
と
っ
て
、
彼
等
を
圧
迫
す
る
ほ
ど
に
安
く
な
る
か
。
そ
れ
は
色
々
な
事
情
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一
つ
に
は
、
国
内
米
悩
が
一
万
円
に
上
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
ド
ル
三
六
O
円
の
線
が
家
ら
ず
に
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
O
i
-
-
-
輸
入
食
糧
が
安
く
手
に
入
る
と
い
う
の
は
、
一
つ
に
は
人
為
酌
な
政
策
あ
っ
て
の
結
果
然
る
の
で
、
経
済
の
法
則
の
結
果
と
し
て
然
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
昭
和
二
四
年
、
単
一
為
替
レ
l
ト
が
一
ド
ル
三
六
O
円
に
決
め
ら
れ
た
と
き
に
は
、
米
の
生
産
者
価
絡
は
一
石
に
つ
き
三
、
六
O
O円
、
消
費
者
価
格
は
五
、
0
0
0円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
0
ド
ル
及
び
一
五
ド
ル
に
相
当
し
た
。
し
か
る
に
今
日
の
一
万
円
米
価
は
二
八
ド
ル
に
相
当
す
る
。
ト
ソ
当
り
二
0
0ド
ル
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
鮫
物
の
国
際
価
格
が
世
界
的
に
下
落
の
傾
向
に
あ
り
、
ト
ン
当
り
一
0
0ド
ル
以
下
の
米
も
あ
る
今
日
、
間
内
増
産
よ
り
輸
入
に
重
点
が
泣
か
れ
る
の
は
、
資
本
主
義
体
制
で
は
当
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
何
も
国
内
買
上
価
格
が
一
万
円
に
引
揚
げ
ら
れ
た
こ
と
だ
け
に
帰
せ
ら
れ
る
現
象
で
は
な
い
。
一
ニ
六
O
円
と
い
う
レ
l
ト
が
圏
内
の
徐
行
的
イ
シ
フ
レ
に
か
か
わ
ら
ず
固
定
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
責
の
一
半
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
い
か
に
し
て
、
米
価
一
二
、
六
O
O円
、
つ
ま
り
一
0
ド
ル
の
と
き
に
決
定
し
た
為
替
レ
1
ト
が
、
米
価
て
万
円
に
な
っ
て
も
そ
の
ま
ま
に
維
持
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
:
;
(
ド
ル
の
闇
相
場
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
)
一
ド
ル
四
O
O円
、
五
O
O円
と
い
う
相
場
は
と
く
に
現
わ
れ
て
お
る
べ
き
実
勢
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
政
策
を
も
っ
て
三
大
O
円
に
固
定
し
て
い
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
従
属
体
制
の
結
果
に
外
な
ら
な
い
。
:
:
:
『
外
麦
、
外
米
が
安
く
買
え
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、
安
い
食
糧
を
輸
入
す
る
の
が
何
が
悪
い
』
と
い
う
自
由
主
義
者
は
、
何
故
に
一
歩
を
進
め
て
、
自
由
な
る
為
替
相
場
の
実
現
含
主
張
し
て
、
輸
出
産
業
の
背
景
を
固
め
よ
う
と
し
な
い
の
か
。
も
し
独
占
資
本
主
義
の
段
階
に
お
い
て
は
、
自
由
な
る
為
替
相
場
は
あ
り
え
な
い
理
由
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
同
じ
理
由
は
同
時
に
穀
物
の
自
由
な
る
国
際
取
引
を
否
定
す
る
理
由
と
な
り
え
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
余
剰
農
産
物
を
沢
山
輸
入
し
て
政
府
手
持
ち
を
豊
富
に
し
て
、
米
の
統
制
撤
廃
を
す
る
政
策
は
、
一
二
六
O
円
の
レ
1
ト
と
い
う
も
の
は
動
か
せ
な
い
も
の
と
し
、
日
本
を
い
つ
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
の
余
剰
農
産
物
の
『
市
場
』
と
し
て
固
定
化
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
の
表
現
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」
(
近
藤
康
男
「
豊
作
の
経
済
学
」
『
日
本
農
業
年
報
』
W
、一
O
一一一頁)。
さ
て
、
右
の
よ
う
な
予
約
制
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
政
府
は
次
の
問
題
点
、
ωど
の
よ
う
に
し
て
生
産
者
の
自
主
的
売
渡
し
を
誘
引
す
る
か
!
i生
産
者
の
在
り
方
|
|
、
凶
生
産
者
の
売
渡
し
を
引
出
す
集
荷
業
者
の
力
を
い
か
に
す
る
か
|
|
集
荷
業
者
の
在
り
方
|
|
、
同
自
主
性
と
公
的
義
務
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
|
|
県
、
市
町
村
の
在
り
方
i
l
l、
の
解
決
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ωに
つ
い
て
は
、
価
格
の
引
上
げ
と
概
算
払
、
申
込
加
算
、
減
税
措
置
の
三
つ
の
奨
励
措
置
が
議
ぜ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
万
円
米
価
の
確
立
、
石
当
り
二
、
0
0
0円
の
申
込
時
に
お
け
る
前
渡
し
、
米
価
の
う
ち
石
当
り
一
、
四
O
O円
は
課
税
所
得
に
し
な
い
、
と
し、
う
三
点
が
こ
れ
で
あ
る
。
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
五
白
木
資
本
主
義
の
米
価
時
題
(
五
)
五
回
叫
に
つ
い
て
は
、
集
荷
手
数
量
を
そ
れ
ま
で
の
一
俵
四
O
円
を
四
八
円
に
引
上
げ
、
位
指
荷
奨
励
金
を
取
扱
石
数
、
な
ら
び
に
団
体
単
位
に
受
付
す
る
と
と
も
に
、
概
算
払
は
事
前
売
渡
申
込
み
を
指
定
集
荷
業
者
を
通
じ
て
行
わ
な
い
者
に
は
支
払
わ
な
い
こ
と
に
し
た
Q
ゅ
に
つ
い
て
は
、
自
主
陛
会
基
本
と
す
る
た
め
、
ま
ず
生
成
者
芳
渡
申
込
み
を
行
う
が
、
そ
の
申
込
歪
は
い
く
ら
で
も
よ
い
の
で
は
な
く
、
も
し
予
約
申
込
み
の
数
量
が
不
当
に
少
な
い
時
は
、
県
知
事
ま
た
陪
市
町
村
長
の
指
示
に
よ
っ
て
、
売
政
義
務
の
数
量
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
(
諌
山
『
米
』
二
O
入
京
以
下
参
照
)
。
次
に
昭
和
一
一
一
0
年
度
産
米
の
政
府
買
入
価
格
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
二
0
年
度
か
ら
一
二
五
年
度
に
至
る
こ
の
期
の
各
年
度
産
米
の
政
府
買
入
価
格
の
性
格
と
そ
の
推
移
は
表
に
よ
り
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
よ
う
に
、
戦
後
第
二
期
ま
で
の
米
価
決
定
方
式
の
特
徴
は
、
戦
前
の
率
勢
米
価
(
こ
れ
も
一
種
の
パ
リ
テ
ィ
方
式
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
)
、
戦
時
中
(
昭
和
十
七
年
か
ら
二
O
年
ま
で
)
の
生
産
費
方
式
に
対
し
、
パ
リ
テ
ィ
方
式
を
採
用
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
じ
パ
リ
テ
ィ
方
式
で
も
こ
玉
、
六
年
ま
で
は
戦
前
基
準
の
価
格
パ
り
テ
ィ
方
式
と
し
て
低
米
価
強
制
の
た
め
の
一
つ
の
道
具
と
し
て
機
能
し
、
二
七
年
以
降
二
九
年
ま
で
は
戦
後
基
準
の
所
得
パ
リ
テ
ィ
方
式
と
し
て
、
適
宜
政
府
の
必
要
に
応
じ
米
価
の
引
上
げ
ま
た
は
抑
制
の
た
め
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
計
算
方
法
に
も
複
雑
な
修
正
が
加
え
ら
れ
、
農
民
の
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
対
す
る
不
信
感
は
高
ま
る
一
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
戦
後
の
第
三
期
に
は
い
る
や
、
パ
リ
テ
ィ
方
式
の
非
科
学
性
が
明
ら
か
と
な
り
、
一
ニ
四
年
を
過
渡
期
と
し
て
三
五
年
以
降
ふ
た
た
び
生
雇
費
〈
お
よ
び
所
得
補
償
)
方
式
に
復
帰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
以
下
、
第
三
期
の
米
穀
・
米
価
政
策
と
、
そ
と
で
の
問
題
点
を
み
よ
う
昭
和
一
ニ
0
年
度
は
、
空
前
の
大
時
作
(
三
0
年
度
淀
米
の
推
定
実
収
高
は
表
犯
の
一
示
す
如
く
八
、
一
五
六
万
五
千
石
、
な
お
註
同
日
参
照
)
、
集
荷
機
関
の
努
力
、
農
民
の
協
力
に
よ
り
、
予
定
以
上
の
数
量
(
一
二
、
一
九
O
万
右
l
二
九
年
は
二
、
三
二
三
万
石
!
と
い
う
戦
後
最
高
、
表
持
参
照
)
が
集
ま
り
、
予
約
制
は
成
功
を
み
た
。
さ
て
、
こ
の
年
の
予
算
米
価
は
石
当
り
九
、
七
三
九
円
と
決
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
予
算
米
価
は
基
米の生産量と政府買入量の動向
昭 1日Jififziγ;11f
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日
本
資
木
主
義
の
米
価
問
題
(
五
〉
本
価
格
九
、
二
一
O
円
と
早
期
供
出
奨
励
金
二
入
四
円
、
超
過
供
出
奨
励
金
二
五
六
円
等
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
基
本
価
格
は
一
一
九
年
産
米
の
米
価
決
定
時
に
お
け
る
農
家
の
平
均
手
取
額
に
相
当
す
る
額
で
あ
っ
た
。
し
か
し
民
主
党
と
河
野
農
相
の
考
え
は
八
二
八
年
の
年
間
手
取
米
価
の
平
均
は
九
、
九
三
四
円
、
二
九
年
は
九
、
六
八
六
円
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
今
年
は
ど
う
し
て
も
一
万
円
米
価
で
な
け
れ
ば
農
民
は
納
得
せ
ず
、
農
村
に
地
盤
そ
も
つ
代
議
士
は
次
の
選
挙
で
不
利
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
う
え
、
本
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
約
制
は
農
民
の
納
得
に
よ
る
「
自
主
的
」
売
渡
し
を
表
面
に
出
し
て
い
る
か
ら
、
一
万
円
以
下
で
は
因
る
V
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
政
府
は
一
O
、
O
六
O
円
を
原
案
と
し
て
審
議
会
に
諮
問
し
た
が
、
審
議
会
は
こ
れ
に
反
対
で
あ
っ
た
。
ま
た
農
民
は
労
働
組
合
や
婦
人
団
体
な
ど
と
共
同
し
て
、
米
の
大
豊
作
に
と
も
な
っ
て
の
統
制
撤
廃
論
の
高
ま
り
に
対
し
、
米
の
増
配
要
求
、
統
制
撤
廃
反
対
運
動
を
行
っ
た
。
そ
の
主
張
は
、
「
米
の
統
制
を
撤
廃
し
て
間
接
統
制
に
移
す
こ
と
は
、
輸
入
食
糧
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
の
余
剰
農
産
物
に
よ
っ
て
園
内
食
糧
の
価
格
そ
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
の
畏
業
と
農
民
を
よ
り
一
一
層
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
勤
労
消
費
者
は
、
消
費
者
米
価
の
値
上
り
に
よ
り
家
計
を
お
び
や
か
き
れ
、
さ
ら
に
主
食
を
く
さ
い
外
米
や
麦
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
だ
か
ら
統
制
撤
廃
に
反
対
し
、
内
地
米
の
増
配
を
要
求
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
五
月
一
一
一
O
日
の
「
米
価
要
求
全
国
農
民
大
会
」
(
臼
農
主
体
性
派
、
全
農
等
の
農
民
団
体
お
よ
び
中
央
農
業
会
主
催
)
は
、
五
五
同
-
本
資
本
主
義
の
米
何
問
題
(
五
)
「
生
産
費
お
よ
び
均
衡
野
働
所
得
補
償
方
式
」
広
よ
っ
て
石
当
り
一
二
、
四
O
O円
そ
要
求
し
、
答
申
し
た
。
そ
の
内
容
は
表
却
の
如
く
で
あ
る
。
主
六
ま
た
米
価
審
議
会
は
一
O
、
計
8，999 
9，261 
9，604 
9，974 
10，458 
1，031 
1，773 
12.802 ! 
米価審議会はパルノク・ライン農家80%以上の生産費での|
米価決定を答申した。 I
回和30年産会1¥;米価案
1 米価審議会案(試算)
「二-7月2日答申-
U基本価指 10，458 
2)時期別格差 210 
3)等級間格差 92 
4)包装代 187 
l 15)予約奨励金 250 
-忌一一 1示瓦一丁一一一
③基礎資料は全指連め30年度 l③ 基本価椅の算出方法〈生産費および所得補償方式〕次の
%:生産費調lit 1 とおり
⑧ 自家労賃部分を全部市製造 11)最近年次のうち平年作とみられる昭和27年産米の農林省
l --l -基一平均賃金 (27年 4月・ 28年 12月)690円X都市・農村物 il2)自家労賃叩分は製造工業全規模平均賃金で評価替する。価差0，85=587円で計算 1 
1 3)地代は29年における下回の売買地価に碁き評価替する。
⑬ 反当衆族努働日数 H 
26，5日(男子能力換算 1日 14)物価修正は物財部門については農業バリティの経営部門
8時間労働) 1 リ 指数により，労賃部門については製造工業賃金 (30人以
同右当生産費12，069円X物価 i 上)のと昇率による。
上井率1.071=12， 369円 H 
(12，400肖5_ov_" i! 5)対象農家は平均生産費から限界農家生産費 (20%以上災
は 害お土ぴ自給量要望震を除<)になるべく近いところで選定
することとし次のようにパ戸!l.ラインを設定した。
物価修正
(販売量)生産積 地代
(71. 9%) 7，404円1，386 
(76.7%) 7，666 " 
(80.3%) 8，009 グ
(84.0%) 8.379 グ
(87.7%) 8，863 " 
(91. 7予6) 9，346 ク
(9ι3%) 10，178 " 
(97.1%) 11，207 グ
租税公課
209 
0 
グ
ィァ
グ
グ
グ
グ
11.013 
戸数
日0%
65弱
70手6
75% 
80% 
85宇6
90% 
騎手五
表39
農業団体卒右社会党案
一一5月30日決定ー一-
1)基本価格
2)予約奨励金
12，400 
1，240 
四
五
八
円
を
な
お
、
と
の
年
の
米
価
決
定
を
例
年
に
な
く
困
難
に
し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
( r 日本長業年報~ J[. 48芦;より〉
農
林
官
僚
の
「
打
出
の
小
槌
」
と
し
て
、
米
価
引
上
げ
の
財
源
と
な
っ
て
い
た
食
管
特
別
会
計
の
二
九
年
度
に
お
け
る
約
一
ニ
O
億
円
の
赤
字
決
算
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
表
却
の
如
く
で
あ
(
釘
〉
る。
(
灯
)
食
管
特
別
会
計
は
、
昭
和
二
四
年
産
米
以
降
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
シ
に
そ
っ
て
厳
格
な
コ
ス
戦後食管特別会計の累年損益
(単位=1.000円)
年度別| 手Ij 益 損 失 | 累年差ヲI損益 |備考
昭 20 3，210， ι463，1501 -
21 5，025，416 562，265i + 
2 5，890，860 6，453，2151 " 
23 6，035， 
24 4，247，844 
25 2，485，914 40，698，185: + 
26 3，793，537 4，491.十
27 30，446，2431 + 
28 20，562，864 9，883，十
29 12，850，603 2，967， 
( r日本農業年報』亜， 36頁)
ト
主
義
で
運
用
さ
れ
、
主
と
し
て
消
費
者
負
担
で
資
産
の
蓄
積
が
ほ
か
ら
れ
た
た
め
、
二
六
年
度
末
に
は
約
四
五
O
億
円
に
上
る
ぼ
う
大
な
資
産
を
残
す
と
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
蓄
積
資
産
は
、
二
七
年
度
以
降
弱
化
し
た
供
出
制
度
を
補
う
政
治
米
価
の
財
源
と
さ
れ
、
生
産
者
価
格
と
消
費
者
価
格
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
に
つ
か
わ
れ
て
き
た
(
秋
川
喜
司
雄
「
食
管
会
計
と
財
政
負
担
』
『
農
林
統
計
調
査
』
五
五
・
六
、
同
氏
「
食
管
特
別
会
計
に
つ
い
て
」
『
食
糧
管
理
月
報
」
五
五
・
一
ー
ー
一
一
)
。
し
か
し
二
八
年
度
末
に
な
お
約
九
八
億
を
残
し
て
い
た
含
み
資
産
は
、
二
九
年
度
食
管
特
別
会
計
の
損
失
が
約
一
二
九
億
円
に
達
す
る
に
お
よ
ん
で
、
ふ
た
た
び
約
三
O
億
円
の
赤
字
決
算
に
転
じ
た
。
こ
の
た
め
供
出
割
当
制
度
最
後
の
年
で
あ
る
二
九
年
度
は
、
食
管
特
別
会
計
に
も
大
き
な
転
機
を
も
た
ら
す
年
と
な
っ
た
」
(
石
川
英
夫
・
団
野
信
夫
「
予
約
売
渡
制
と
米
価
決
定
」
『
白
木
農
業
年
報
』
E
、
三
六
頁
)
の
で
あ
る
・
表40
右
の
よ
う
な
動
き
の
な
か
で
、
七
月
九
日
の
臨
時
閣
議
で
「
事
前
売
渡
申
込
制
に
よ
る
政
府
の
買
入
価
格
」
と
し
て
、
包
装
代
、
申
込
加
算
を
含
め
て
平
均
手
取
価
格
一
O
、
二
ハ
。
円
が
き
ま
っ
た
。
(
表
制
必
参
照
〉
こ
の
一
O
、
一
六
O
円
米
価
の
う
ち
一
O
、
O
六
O
円
は
二
八
、
二
九
年
の
農
家
手
取
平
均
を
基
準
と
し
た
パ
リ
テ
ィ
価
格
、
す
な
わ
ち
、
同
間
口
・
R
(目
白
・
聞
3
1
Z
山
下
、
代
議
出
押
〉
F
E
Z
S
F
回
固
有
3
A布
剥
判
遊
薗
議
)
×
宮
町
田
コ
出
国
柄
引
叫
口
&
判
劃
判
官
刈
削
|
勘
剣
山
l
日
E
h
a
z
p
雪
国
国
十
回
∞
4
3
ハ
l
制
球
q
H
哨
注
凶
縦
方
)
H
H
D
-
E
E白
羽
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
(
H
I
h
描
菰
俳
閥
輪
車
議
決
構
)
で
あ
る
。
あ
と
の
一
O
O円
は
農
相
、
蔵
相
の
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
で
あ
る
一
五
O
円
と
五
O
円
の
中
間
を
と
っ
て
き
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
一
五
O
円
と
五
O
円
と
い
う
金
額
は
、
米
価
審
議
会
の
付
帯
決
議
「
石
当
り
二
五
O
円
以
上
の
奨
励
措
置
を
講
ず
五
七
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
昭和30年度米価(基本価格と算定方式)表41
(玄米1右当り〕
式
暫定パリティ方式 (28.29年政府支払平均価格基準)
120.44 
1.生産者価格水準(裸〉札810円〈注1) Xii9:S7 
=9.873円
2. 8等の通常のものの価格
9.873円-210円(注 2)+92円(注 3)=9.755円
3 平均手取価格(包装込)
9.873円 1-187阿(包装代〉十100円(申込加算)
=10.160円(li'4 ) 
生産費および所得補償方式を参酌(裸価格)
1.パJレグライン生産費(80%)をとり家族労働報酬は
製造工業平均賃金で評価，地代は売買地価
10.070同
2 限界生産費(95%)限界賃金・類地小作料9.775円
3.平均生産費・平均賃金・売買地価 乱279円
(注 1) 28.29年の手取平均価格(奨励金込)
(注 2)時期iJlJ価格差
(注3)等級間格差
(注4)決定時の見込，数量の見込の相違により実l
績と若干の差を生じた。 I
〈農林統計協会『農産物価格の現状分析」付表 43頁〉
方定算
政府支払平均価格
(l ~4 等包装込)
10.259向
基 木価 格
( 3等裸)
9.755円
昭和30年度各種奨励金
時期別格差 | 申 込加算額 | 等級間格差
I I章常|単価|支払叫当副
支払総額 I I 
百万円 I I 
9.447.1 I I 
数量 I I 百万円
千石 I 296円I100円! 3.086.3 I 97円
14.472.7 I 
(45.4) I 
表42
で
円
で
円
で
円
ま
ω
ま
ω
ま
ω
目
。
凶
日
6
日
3
0
1
5
1
 
3
1
3
 
月
月
月
I
D
O
 
l
-
-
五
八べ
し
」
と
い
う
線
に
沿
っ
て
二
五
O
円
を
主
張
し
た
農
相
が
0
0円
を
譲
り
、
奨
励
措
置
不
要
を
唱
え
た
蔵
相
が
五
O
円
を
認
め
た
結
果
、
だ
と
い
注:時期別格差の( )は総供出数量に対する比率である。
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
妥
協
の
、
そ
の
ま
た
妥
協
の
産
物
が
。
一
六
O
円
米
価
な
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
、
こ
の
年
の
米
価
決
定
の
特
徴
は
、
予
約
制
を
行
う
た
め
、
前
年
の
手
取
平
均
米
価
を
基
準
に
し
、
パ
リ
テ
ィ
方
式
の
使
用
方
法
を
改
め
て
農
民
の
手
取
平
均
額
を
石
当
り
一
O
、
O
六
C
円
(
前
年
は
九
、
九
一
O
円
)
と
算
出
、
と
れ
に
予
約
奨
励
の
意
味
で
一
0
0円
を
追
加
、
結
局
俵
代
込
み
の
手
取
平
均
が
一
O
、
一
六
σ円
に
な
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
米
価
決
定
と
同
時
に
申
込
米
に
対
し
て
は
石
当
り
二
、
0
0
0円
宏
前
渡
金
と
し
て
支
払
う
こ
と
、
申
込
米
に
対
し
て
は
右
当
り
一
O
Q円
の
減
税
を
行
う
と
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
一
ニ
O
年
産
米
価
格
の
決
定
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
も
み
ら
れ
た
パ
リ
テ
ィ
方
式
の
破
綻
そ
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
で
は
そ
の
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
表
お
(
本
誌
前
号
所
載
)
の
一
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
パ
り
テ
ィ
価
格
は
昭
和
二
六
年
ま
で
が
戦
前
基
準
、
一
一
七
年
以
降
は
戦
後
基
準
(
二
五
年
四
月
か
ら
二
七
年
三
月
)
の
基
本
米
価
の
平
均
を
基
準
と
し
て
算
出
き
れ
て
き
た
。
こ
の
パ
リ
テ
ィ
価
格
と
、
早
期
供
出
、
超
過
供
出
、
供
出
完
遂
等
の
各
種
奨
励
金
、
等
級
間
格
差
-
包
装
代
等
を
ふ
く
む
政
府
支
払
い
の
平
均
価
格
(
一
I
四
等
)
と
の
開
差
は
、
表
却
の
よ
う
に
年
と
と
も
に
拡
大
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
平
均
価
格
が
パ
リ
テ
ィ
価
格
を
上
回
る
率
は
、
二
五
、
六
年
が
五
%
強
、
二
七
年
が
一
五
・
四
第
、
二
八
年
が
二
六
・
二
万
、
二
九
年
が
一
二
・
一
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
二
九
年
は
基
木
価
格
が
パ
リ
テ
ィ
価
格
に
プ
ラ
ス
千
円
と
し
て
特
別
加
算
が
添
え
ち
れ
た
の
で
、
表
面
的
に
は
一
0
・
入
克
と
下
っ
て
は
い
る
が
、
本
来
の
パ
リ
テ
ィ
価
格
八
、
二
六
O
円
と
の
比
率
は
一
一
一
・
一
%
と
高
い
。
こ
の
よ
う
な
数
字
は
、
パ
リ
テ
ィ
価
格
が
そ
の
役
割
を
果
し
て
い
な
い
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
パ
リ
テ
ィ
価
椅
は
、
本
来
、
基
準
年
次
以
降
の
パ
リ
テ
ィ
指
数
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
自
動
的
に
当
該
年
度
の
米
価
が
算
出
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
パ
リ
テ
ィ
価
格
と
平
均
価
格
の
開
差
の
増
大
は
、
パ
リ
テ
ィ
価
格
が
パ
リ
テ
ィ
価
格
と
し
て
の
役
割
を
果
し
え
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
奨
励
金
は
米
価
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
あ
ろ
う
が
、
農
家
に
と
っ
て
は
、
そ
の
名
目
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
実
上
ば
米
価
の
一
構
成
部
分
と
し
て
以
外
に
は
理
解
で
き
な
い
し
、
ま
た
供
出
に
対
し
て
受
取
る
金
額
と
し
て
は
、
価
格
も
奨
励
金
も
実
質
上
何
ら
の
区
別
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
も
、
パ
リ
テ
ィ
価
格
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
五
九
ノ¥。
日
十
件
資
木
主
義
の
米
問
問
題
(
五
V
そ
の
も
の
に
つ
い
て
み
て
も
、
二
五
年
以
降
、
一
定
の
加
算
、
が
行
わ
れ
て
い
て
、
す
で
に
本
来
的
の
仁二125年 lE峠 lEZ7Ei
，~、| 基本米伺ω， 6.047! 7.050' 7.500 i 8.460' 8.260 I 
QI鞍言語州問1I 7.440 I附 511同 2I川 08 I 
d竺竺1T:。I105.51mりJ j j f mり。
円
米
価
を
大
島
清
氏
は
次
の
点
に
お
て
批
判
し
て
る
円)(単位
政府買入価格の推移表43
(注) 29年は基本米価から供出完遂奨励金相当額加算1.000円を差引
いた。
と
し
て
現
象
し
た
の
で
あ
る
。
な
パ
リ
テ
ィ
価
格
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
二
五
年
お
よ
び
二
六
年
産
米
の
買
上
価
格
は
、
二
三
、
四
年
の
各
種
奨
励
金
そ
含
む
農
家
の
平
均
手
取
額
が
基
本
価
格
の
約
一
五
%
増
し
で
あ
っ
た
事
実
を
理
由
と
し
、
パ
リ
テ
ィ
価
格
に
こ
れ
だ
け
加
算
し
た
も
の
を
基
本
価
格
と
し
て
い
る
1
l
h
食
糧
事
情
の
緩
和
と
ヤ
ミ
価
格
の
下
落
、
流
通
事
情
の
正
常
化
に
伴
っ
て
打
ち
切
ら
れ
る
方
向
に
あ
っ
た
奨
励
金
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
農
家
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
の
奨
励
金
の
打
切
り
相
当
額
を
加
え
た
l
i
a
の
で
あ
る
。
ま
た
、
乙
の
ほ
か
さ
ら
に
、
一
一
七
年
以
降
ば
指
数
算
式
の
変
更
し
た
己
と
に
伴
い
、
あ
ら
た
に
パ
リ
テ
ィ
指
数
に
生
産
事
情
の
変
化
や
農
家
と
都
市
消
費
者
家
計
の
消
費
水
準
の
均
衡
を
考
慮
し
て
算
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
パ
リ
テ
ィ
方
式
の
矛
盾
が
三
0
年
度
米
側
の
決
定
に
あ
た
っ
て
表
面
化
し
「
政
治
米
価
」
「
妥
協
米
価
」
「
第
一
に
、
そ
の
額
に
お
い
て
農
民
の
希
望
と
要
求
を
う
ら
ぎ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
米
価
審
議
会
の
出
荷
奨
励
金
二
五
O
円
以
上
と
い
う
答
申
も
無
視
さ
れ
、
わ
ず
か
一
Q
O円
に
切
下
げ
ら
れ
た
。
し
か
も
看
板
は
一
万
円
米
価
で
も
、
早
場
米
の
な
い
西
日
本
の
農
民
に
は
、
い
か
に
も
高
米
価
の
ご
と
く
公
表
す
る
と
こ
ろ
に
、
実
質
的
に
は
九
、
八
五
O
円
米
価
℃
あ
る
。
こ
れ
を
一
万
円
以
上
の
米
側
と
し
て
、
保
守
政
治
の
ず
る
さ
が
あ
る
。
第
二
に
、
米
価
の
額
よ
り
も
、
さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
こ
の
米
価
の
き
め
方
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
入
、
二
九
年
度
の
米
価
を
足
し
あ
と
は
政
治
的
取
り
ひ
き
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
の
奨
励
金
を
つ
け
る
。
こ
れ
は
何
ら
の
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
農
村
関
係
代
議
士
の
政
治
的
生
命
を
保
た
せ
て
や
る
た
め
の
一
種
の
お
ま
け
で
あ
る
。
生
産
費
を
キ
ソ
と
し
た
米
価
と
い
う
、
よ
り
合
理
的
て
ニ
で
割
り
、
な
方
式
が
ま
た
も
無
視
さ
れ
た
。
食
糧
管
国
法
第
三
条
に
は
、
米
価
の
決
定
に
は
生
産
費
宕
参
考
に
す
る
、
と
明
記
し
て
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
十
年
こ
の
規
定
は
い
つ
も
無
視
さ
れ
て
き
た
。
政
府
に
都
合
の
わ
る
い
法
律
を
勝
手
に
破
っ
て
い
た
の
で
は
、
農
民
に
対
し
、
食
管
法
そ
の
他
の
法
律
を
守
れ
、
と
い
う
資
格
は
な
い
。
第
三
一
に
、
コ
一
0
年
度
か
ら
、
従
来
の
超
過
供
出
奨
励
金
を
や
め
た
の
は
よ
い
。
し
か
し
、
石
当
り
一
O
O円
の
減
税
措
置
そ
と
る
こ
と
に
し
た
の
は
、
あ
た
か
も
全
供
出
農
民
に
事
実
上
米
価
の
追
加
を
し
だ
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
減
税
の
対
象
に
な
る
の
は
総
供
出
農
家
の
五
分
の
一
(六
O
万
戸
〉
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
供
出
量
の
多
い
大
農
だ
け
が
、
反
当
り
一
O
O円
の
減
税
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
「
三
割
農
政
』
と
い
わ
れ
た
従
来
の
米
価
政
策
は
い
ぜ
ん
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
農
村
に
お
け
る
貧
宮
の
へ
、
タ
タ
リ
、
そ
し
て
階
級
分
解
を
う
な
が
さ
ず
に
お
か
な
い
」
(
『
日
本
の
農
業
』
上
巻
、
一六
1
七
頁
)
。
な
お
消
費
者
米
価
は
二
九
年
一
月
決
定
の
一
0
キ
ロ
当
り
内
地
精
米
七
六
五
円
(
一
升
一
O
九
円
〉
、
普
通
米
六
五
O
円
(
一
升
九
一
円
)
と
変
ら
な
か
っ
た
。
昭
和
コ
二
年
は
収
穫
量
七
、
ニ
六
六
万
石
、
政
府
買
入
れ
量
三
、
九
O
O万
石
弱
で
あ
っ
た
。
乙
の
年
は
ふ
た
た
び
二
九
年
以
前
の
戦
後
基
準
パ
リ
テ
ィ
方
式
を
採
用
し
、
こ
れ
に
よ
り
算
出
し
た
パ
リ
テ
ィ
価
格
を
、
二
八
、
九
年
に
お
け
る
基
本
伺
格
と
農
家
平
均
手
取
価
格
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
修
正
す
る
と
い
う
修
正
パ
り
テ
ィ
方
式
を
と
り
、
六
月
一
一
一
日
の
閣
議
で
、
事
前
芳
渡
申
込
制
に
も
と
づ
く
政
府
買
入
価
格
を
石
当
り
一
O
、
O
七
O
円
と
決
定
(
表
U
H
、
必
参
照
)
し
た
。
こ
の
年
の
時
期
別
格
差
は
前
年
に
比
し
早
場
米
に
不
利
、
中
位
に
比
較
的
有
利
と
な
り
、
等
級
差
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
一
二
0
年
度
産
米
価
格
よ
り
低
く
な
っ
た
主
な
理
由
は
、
パ
リ
テ
ィ
指
数
が
コ
一
O
年
五
月
の
一
一
一
0
・
四
四
か
ら
=
二
年
四
月
に
は
一
八
・
九
と
下
っ
た
た
め
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
が
、
低
賃
銀
政
策
上
か
ら
も
、
ま
た
社
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
一ι一命
ノ¥
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
昭和31年度米価(基本価格と算定方式)
(玄米 1右当り)
基(3本等価裸格〉 政(1府~支4払等平包均装価込格) 算 定 方 式
修正パリティ方式 (25.26年.28.29年のパリティ
9.470円 。.964円 価格と政府支払平均価格とのギャップによる調整
係数により調整)
1.ノミリティ価格(特別加算込〉
山円×(iiJZxo鈴X11.4附1))
+(出ixOBM附(注2))}=8川
2.パリティ価格の調整
8.000円X1.2349(注3)=9.879円
3 新 3等の通常のものの価格
9.879円-210円(注4)-200円(注 5)=9.469円
今日.470円
4.平均手取価格(包装込)
9.470円+210円+89円(等級間格差)
十188円(包装代〉十100円(申込加算〉
十13円(歩留加算)=10.070円(注6) 
生産費および所得パリティ方式を参酌
80%パJレクライン，家族労働報酬は製造工業平
均賃金で評価，地代は類地小作料
9.713円(裸〉
(注1)資本財投下畳の上昇率
(注 2)都市と農村の消費水準上昇率のギャップ
(注 3) 28.29年産米手取平均価格(奨励金込)
28.29年産米パリティ価格(特別加算込)
(注4)時期別格差
(注5)検査規格改IEによる新旧 8等格差
(注6)決定時の見込
表44
(農林統計協会『農産物価格の現状分析』付表 44頁)
~ ノ、
昭和31年度各種奨励金
差 | ー |鞠間格差 l 「「政府買入
価 1 I;~~I 判明額同格差 1:. 霊歩留加算
10月 1日まで
80日円
支百払総額
10月10日宜で 1-2等 単 価
600円 5.04万8.円0 百万円 200円 25円
28.7千35石.4 176円 100円 2.722.1 95円 2円 石当り平均円 188円
2-3等 13 
400円 千石 200円
3-4等
200円 39.7) 200円
表45
注:31年産米から検査規格が改正され，従来の 3等は新規格の 2等. 4等は3等に相当することとな
った。時期別格差の( )は総供出数量に対する比率である。(向上48一日頁〉
会
問
題
と
し
て
も
、
消
費
者
価
格
の
値
上
げ
は
無
理
で
あ
あ
こ
と
、
ま
た
米
の
統
制
撤
廃
に
つ
い
て
も
、
い
ま
直
ち
に
実
施
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
た
め
、
一
O
、
O
七
O
円
米
価
と
す
る
こ
と
が
、
政
府
に
と
っ
て
は
当
初
か
ら
食
管
会
計
上
動
か
し
え
な
い
線
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
三
0
年
度
の
未
曽
有
の
豊
作
と
、
三
一
年
度
の
稲
作
が
六
、
九
七
五
万
八
千
石
(
農
林
省
調
査
推
定
実
収
高
)
平
年
作
を
上
回
り
、
ま
た
麦
-
甘
一
諸
等
の
豊
作
に
よ
り
食
糧
需
要
が
頭
打
ち
し
、
と
こ
の
年
の
農
産
物
は
ヤ
ミ
米
の
大
巾
な
値
下
り
を
筆
頭
に
低
下
傾
向
を
た
ど
っ
た
。
(
必
)
米
の
推
定
実
収
高
は
三
O
年
七
、
九
ot一
万
石
J
二
年
六
、
九
七
五
万
八
千
石
と
公
表
さ
れ
て
い
た
が
、
農
林
省
が
二
七
年
以
来
行
っ
て
き
た
耕
地
面
積
調
査
の
結
果
、
と
れ
ま
で
会
表
し
て
き
た
水
稲
の
作
付
面
積
に
水
田
約
一
三
万
町
歩
の
脱
漏
が
あ
っ
た
と
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
八
月
三
一
日
に
至
っ
て
一
ニ
O
、
三
一
年
の
推
定
実
収
一
向
に
そ
れ
ぞ
れ
か
く
し
回
分
の
収
量
約
二
九
O
万
石
を
加
え
た
修
正
発
表
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
七
、
0
0
0万
石
は
平
年
作
と
な
っ
た
。
わ
が
国
の
米
作
は
、
明
治
末
四
千
万
石
ム
口
か
ら
五
千
万
石
台
に
飛
躍
し
、
さ
ら
に
大
正
中
期
に
六
千
万
右
ム
口
に
達
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
約
三
十
五
年
間
、
全
体
的
に
は
こ
の
穴
千
万
台
に
足
ぶ
み
し
て
き
た
。
そ
れ
が
七
千
万
台
に
上
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
の
画
期
的
な
事
実
で
あ
る
。
と
れ
は
単
に
水
田
面
積
の
増
加
や
、
ま
た
気
候
条
件
に
恵
ま
れ
た
と
と
だ
け
の
理
由
で
は
な
く
、
戦
後
の
農
地
改
革
に
よ
る
農
民
の
自
発
性
の
向
上
も
持
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
ζ
の
ほ
か
に
予
約
制
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
予
約
制
と
い
っ
て
も
一
種
の
扮
装
さ
れ
た
供
出
制
T
あ
る
が
、
食
糧
事
情
の
変
化
を
パ
γ
グ
に
し
て
生
産
者
の
自
主
的
売
渡
し
に
切
り
か
え
た
と
と
は
、
米
の
収
量
統
計
に
大
き
な
変
化
を
あ
た
え
る
原
因
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
「
強
制
供
出
制
の
も
と
で
は
、
農
家
か
ら
市
町
村
へ
、
市
町
村
か
ら
県
へ
、
き
ら
に
中
央
へ
と
収
量
統
計
が
ま
と
め
ら
れ
る
時
『
で
き
る
だ
け
過
少
に
過
少
に
』
と
い
う
傾
向
が
強
く
作
用
し
、
全
国
的
に
み
る
と
か
な
り
低
い
収
旦
一
旦
が
推
定
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
そ
れ
が
主
五
年
の
予
約
制
い
ら
い
収
量
の
過
小
報
告
の
必
要
が
う
す
ら
ぎ
、
こ
の
年
を
境
に
し
て
『
連
続
豊
作
』
の
印
象
を
世
人
に
あ
た
え
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
五
五
年
以
前
に
も
、
年
間
一
千
万
石
程
度
の
ヤ
ミ
米
が
流
通
し
て
い
る
と
は
米
穀
専
門
家
の
観
測
で
あ
っ
た
が
、
実
情
は
『
当
た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
』
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
」
(
大
島
清
「
豊
作
を
さ
さ
え
る
も
の
」
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
昭
和
三
三
年
十
月
四
日
号
、
コ
一
O
頁
)
。
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
~ ノ、
日
本
資
本
主
義
の
米
側
問
題
(
五
)
/， 
四
こ
の
年
の
政
府
買
入
価
格
は
前
年
よ
り
九
O
円
引
下
げ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
天
候
不
順
に
よ
る
品
質
低
下
や
出
荷
時
期
の
遅
延
な
ど
に
よ
り
、
農
家
の
実
質
受
取
価
格
は
前
年
の
平
均
一
O
、
二
六
O
円
か
ら
九
、
九
七
O
円
へ
と
石
当
り
コ
一
O
O円
近
く
も
少
な
く
な
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
ヤ
ミ
米
価
格
(
生
産
地
)
は
端
境
期
に
も
低
迷
を
続
け
J
二
年
七
t
九
月
平
均
の
白
米
一
升
一
O
九
円
は
、
前
年
同
期
の
一
三
六
円
を
二
割
も
下
回
っ
た
の
で
あ
る
。
石
渡
貞
旅
氏
は
、
三
一
年
度
米
価
が
前
年
よ
り
も
低
く
、
し
か
も
お
だ
や
か
に
急
速
に
決
定
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
国
内
よ
り
ず
っ
と
廉
く
な
っ
た
食
糧
密
輸
入
し
、
国
内
食
糧
の
過
剰
化
と
価
格
下
落
を
惹
起
さ
せ
、
こ
の
こ
と
と
結
び
つ
け
て
食
管
制
度
の
危
機
を
不
当
に
激
化
さ
せ
、
ま
だ
一
般
物
価
の
低
落
な
い
し
横
ば
い
を
指
摘
し
な
が
ら
、
米
麦
価
の
引
上
げ
を
「
非
常
識
」
で
あ
り
二
万
円
米
価
が
無
理
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
い
こ
ま
せ
、
こ
れ
ヒ
不
満
足
な
ら
ば
統
制
定
外
し
、
世
界
的
農
業
恐
慌
価
格
の
な
か
に
放
り
投
げ
る
ぞ
と
い
う
お
ど
し
を
暗
示
さ
せ
た
政
府
の
一
応
の
勝
利
で
あ
る
、
と
の
ベ
「
こ
の
お
ど
し
の
前
で
、
米
(
麦
)
審
は
、
政
府
を
お
こ
ら
し
て
統
廃
に
も
っ
て
い
か
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
し
て
、
お
そ
る
お
そ
る
政
府
価
格
決
定
の
技
術
的
不
満
を
修
正
す
る
と
い
う
卑
屈
な
態
度
に
、
な
り
さ
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
:
:
:
農
協
も
、
同
じ
く
そ
の
お
ど
し
に
か
か
っ
て
い
る
。
農
業
団
体
再
編
問
題
で
河
野
農
林
大
臣
を
お
こ
ら
し
、
全
購
連
の
含
み
資
産
五
億
を
あ
ば
か
れ
て
い
る
の
で
、
今
度
恐
ら
せ
て
統
廃
に
で
も
さ
れ
る
と
、
こ
と
だ
と
考
え
た
の
で
も
あ
ろ
う
。
:
:
:
も
っ
と
も
今
年
は
豊
作
の
翌
年
で
農
民
の
米
何
へ
の
関
心
が
低
下
し
た
こ
と
も
争
わ
れ
な
い
。
:
:
:
農
林
省
と
大
蔵
省
が
円
満
に
い
っ
た
根
拠
は
、
・
:
:
・
決
林
省
が
い
さ
さ
か
で
も
農
民
の
利
益
を
守
ろ
う
と
し
た
立
場
を
放
棄
し
、
大
蔵
省
に
身
を
ま
か
せ
た
結
果
な
の
で
あ
る
。
国
民
経
済
的
合
理
化
と
い
う
名
の
も
と
に
、
農
民
を
独
占
資
本
の
た
め
に
奉
仕
さ
せ
よ
う
と
す
る
河
野
農
政
の
当
然
の
決
着
点
な
の
で
あ
る
」
(
『
日
本
農
業
年
報
』
5
、一
O
l一
一
一
貫
)
と
指
摘
し
て
い
る
。
か
つ
て
、
「
貧
乏
人
は
麦
を
食
え
」
と
い
う
一
言
葉
が
流
行
し
た
が
、
こ
れ
は
麦
で
米
価
を
牽
制
す
る
体
系
(
麦
の
対
米
価
比
は
戦
前
一
O
対
六
、
戦
後
一
O
対
入
)
の
所
産
で
あ
う
た
。
と
こ
ろ
が
外
米
で
米
価
を
基
本
的
に
牽
制
す
る
体
系
で
は
「
貫
之
人
は
外
米
を
食
え
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
一
一
二
年
度
は
、
食
管
会
計
の
赤
字
増
大
、
米
の
予
約
集
荷
後
の
自
由
服
芳
の
問
題
な
ど
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ヮ
。
フ
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
政
府
、
国
会
、
経
済
界
で
も
こ
の
点
が
論
議
の
中
心
と
な
っ
た
。
三
一
年
十
二
月
石
橋
内
閣
の
成
立
に
よ
り
河
野
農
相
に
か
わ
っ
た
井
出
農
相
は
、
消
費
者
米
価
の
引
上
げ
(
一
升
一
O
九
円
か
ら
一
一
七
円
五
O
銭
)
、
麦
価
の
引
下
げ
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
結
局
は
撤
回
せ
ざ
る
を
え
ず
、
消
費
者
米
価
は
前
年
同
様
不
変
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
年
は
、
い
わ
ゆ
る
向
野
農
政
が
よ
り
明
確
な
形
で
打
出
さ
れ
た
、
と
い
う
意
味
で
、
農
政
転
換
の
画
期
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
ま
ず
、
二
五
年
以
降
二
八
年
に
か
け
不
十
分
な
が
ら
展
関
さ
れ
て
き
た
食
糧
増
産
を
中
心
と
す
る
自
給
主
義
か
ら
全
く
離
れ
、
食
糧
は
余
剰
農
産
物
の
受
入
れ
や
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
促
進
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
外
米
輸
入
に
よ
っ
て
補
給
し
、
国
内
の
農
業
を
そ
れ
に
対
応
さ
せ
た
形
で
再
編
成
す
る
と
い
う
路
線
に
切
り
か
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
と
関
連
し
て
、
安
上
り
農
政
|
|
農
林
関
係
経
費
は
二
九
年
以
降
着
実
に
六
、
七
O
億
円
ず
つ
減
少
し
、
三
一
年
は
二
八
年
の
約
七
OMmと
な
っ
て
い
る
|
l
i
と
、
農
政
の
実
質
的
後
退
を
補
う
意
味
で
の
農
民
お
よ
び
農
業
に
対
す
る
権
力
把
握
の
強
化
1
1
農
業
団
体
再
編
成
、
新
農
村
建
設
政
策
〈
一
三
年
四
月
六
日
、
新
農
山
漁
村
建
設
綜
合
対
策
要
綱
左
閣
議
で
決
定
)
1
i
に
露
骨
に
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
一
一
二
年
度
の
農
民
の
動
き
は
、
ほ
と
ん
ど
農
民
戦
線
の
統
一
促
進
と
い
う
組
織
づ
く
り
の
活
動
に
終
止
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
三
二
年
度
産
米
で
あ
る
が
、
こ
の
年
も
前
年
の
七
、
二
六
六
万
石
を
ほ
ぼ
四
O
O万
石
も
上
回
る
大
豊
作
と
な
っ
た
。
こ
の
三
年
続
き
の
豊
作
は
農
政
に
も
反
映
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ζ
の
年
は
例
年
の
如
く
、
「
統
制
撤
廃
」
や
「
輸
入
食
糧
」
に
つ
い
て
は
論
議
さ
れ
ず
、
食
管
会
計
の
赤
字
↓
消
費
者
米
価
の
値
上
げ
に
論
点
が
絞
ら
れ
、
生
産
者
米
価
+
中
閣
経
費
日
消
費
者
米
価
と
い
う
「
コ
ス
ト
主
義
」
を
政
府
は
つ
ら
ぬ
こ
う
と
し
た
。
こ
の
た
め
政
府
は
消
費
者
米
価
引
上
げ
問
題
を
含
む
食
糧
管
理
の
方
向
を
審
議
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
六
五
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
六
六
関
係
官
庁
、
生
産
者
、
消
費
者
代
表
お
よ
び
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
臨
時
食
糧
管
理
調
査
会
(
会
長
東
畑
精
一
氏
)
を
構
成
し
た
が
、
調
査
会
は
六
月
十
一
日
米
麦
に
つ
い
て
次
の
答
申
を
行
っ
た
。
一
、
食
管
制
度
の
役
割
は
、
当
初
の
食
糧
の
『
公
平
配
分
』
か
ら
寸
価
格
安
定
』
へ
と
重
点
を
移
し
て
き
で
い
る
。
一
、
食
管
会
計
の
赤
字
解
消
、
収
支
の
健
全
化
方
策
と
し
て
は
、
価
格
形
成
の
合
理
化
と
中
間
経
費
の
節
減
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
、
財
政
負
担
の
二
重
米
価
制
を
や
め
、
生
産
者
米
価
と
消
費
者
米
価
を
一
体
化
し
、
二
重
米
価
制
を
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。
一
、
生
産
者
米
価
は
物
価
の
推
移
、
生
産
費
、
農
業
所
得
と
他
産
業
所
得
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
合
理
的
な
方
式
で
き
め
、
各
種
奨
励
金
の
加
算
な
ど
の
政
治
的
措
置
は
よ
く
な
い
。
一
、
消
費
者
米
価
は
コ
ス
ト
価
格
を
建
前
と
す
る
が
、
当
面
は
消
費
者
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
意
味
で
、
家
計
米
同
の
範
囲
で
引
き
上
げ
る
。一
、
現
行
の
食
管
制
度
は
集
荷
、
配
給
等
の
面
で
困
難
に
直
面
し
て
い
る
の
で
、
制
度
を
改
め
る
べ
き
時
機
に
き
て
い
る
。
一
、
麦
の
政
府
買
入
れ
価
格
を
引
き
下
げ
、
逆
ザ
ヤ
を
是
正
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
食
管
法
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
要
す
る
に
、
米
価
形
成
に
コ
ス
ト
主
義
を
原
則
と
し
、
財
政
負
担
を
や
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
右
の
答
申
の
ね
ら
い
は
第
一
に
、
再
軍
備
費
と
独
占
資
本
本
位
の
財
政
支
出
の
た
め
に
は
、
食
管
赤
字
が
負
担
で
あ
る
の
で
、
ζ
れ
を
軽
減
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
第
二
は
安
定
し
た
低
賃
銀
の
た
め
に
安
定
し
た
低
米
価
を
必
要
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
パ
リ
テ
ィ
方
式
の
も
と
で
は
、
イ
ン
フ
レ
政
策
で
物
価
が
高
騰
し
た
場
合
、
パ
リ
テ
ィ
指
数
も
上
昇
す
る
が
、
そ
の
上
昇
率
は
常
に
物
価
上
昇
の
あ
と
を
遅
れ
て
つ
い
て
ゆ
く
の
で
、
安
い
主
食
の
供
給
に
よ
り
低
賃
銀
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
だ
か
ら
政
府
も
食
管
赤
字
を
問
題
に
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
デ
フ
レ
政
束
、
物
価
横
ば
い
の
経
済
情
勢
の
下
で
は
、
イ
ン
フ
レ
下
の
パ
リ
テ
ィ
方
式
の
役
割
は
消
滅
し
、
肥
料
、
鉄
鋼
〈
農
機
具
)
、
電
気
、
運
賃
な
ど
の
独
占
物
価
の
値
上
り
は
、
直
ち
に
パ
リ
テ
ィ
指
数
に
反
映
し
、
米
価
の
値
上
げ
を
招
来
す
る
。
そ
こ
で
政
府
は
消
費
者
米
価
か
ら
逆
寧
し
て
生
産
者
米
価
を
決
定
す
る
理
論
、
つ
ま
り
消
費
者
米
価
i
中
間
経
費
H
生
産
者
米
価
方
式
を
う
ち
だ
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
生
産
者
米
価
+
中
間
経
費
H
消
費
者
米
価
と
い
う
「
コ
ス
ト
主
義
」
を
つ
ら
ぬ
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
今
年
度
産
米
の
生
産
者
米
価
と
消
費
者
米
価
の
値
上
げ
に
つ
い
て
の
政
府
諮
問
案
は
六
月
二
八
日
の
米
価
審
議
会
に
提
出
さ
れ
7こ
そ
れ
は
生
産
者
米
価
と
消
費
者
米
価
の
両
方
を
同
時
に
決
め
る
方
法
を
と
り
、
前
者
は
石
当
り
平
均
一
C
、
一七
O
円、
後
者
は
一
0
キ
ロ
平
均
入
五
O
円
三
二
年
度
よ
り
六
O
円
引
上
げ
)
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
算
定
方
法
は
次
表
却
の
如
く
で
あ
る
。
そ
し
て
審
議
会
の
答
申
を
え
て
、
生
産
者
価
格
は
基
本
米
価
以
外
の
分
は
審
議
会
答
申
の
線
を
実
現
し
て
石
当
り
平
均
一
O
、
一
二
二
二
・
五
円
と
し
、
消
費
者
米
価
は
、
家
計
支
出
が
現
行
の
消
費
者
米
価
が
決
定
さ
れ
た
こ
九
年
は
じ
め
か
ら
一
ニ
二
年
は
じ
め
に
か
け
て
一
0
・
五
%
上
自
弁
し
て
い
る
と
の
理
由
で
一
0
キ
ロ
当
り
全
国
平
均
入
五
C
円
に
引
上
げ
る
こ
と
を
決
定
し
、
十
月
一
日
か
ら
米
価
引
上
げ
は
次
の
要
領
で
実
施
さ
れ
た
。
①
内
地
精
米
(
基
本
配
給
)
一
0
キ
ロ
当
り
消
費
県
八
七
O
円
、
中
間
県
八
五
O
円
、
生
産
県
八
三
O
円
、
特
別
生
産
県
八
一
O
円
、
②
希
望
配
給
も
右
ピ
同
じ
、
③
徳
用
米
、
陸
稲
お
よ
び
五
等
玄
米
の
精
米
七
七
O
円
、
準
内
地
米
七
四
O
円
、
普
通
外
米
上
六
三
O
円
、
並
五
八
O
円
、
④
業
務
用
は
消
費
県
九
一
O
円
、
中
間
県
八
九
O
円
、
生
産
県
八
七
O
円
、
特
別
生
産
県
八
五
O
円
、
⑤
職
場
配
給
は
希
望
配
給
と
同
じ
。
配
給
日
数
は
内
地
米
基
本
配
給
生
産
県
十
一
日
(
希
望
配
給
三
日
)
、
中
間
県
十
日
(
四
日
)
、
消
費
県
九
日
(
五
日
て
準
(
村
山
〉
内
地
米
陸
稲
お
上
び
五
等
玄
米
精
米
は
六
日
、
普
通
外
米
は
十
五
日
。
(
州
知
)
〔
消
費
県
〕
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
。
門
中
間
県
〕
北
海
道
、
群
馬
、
埼
玉
、
山
梨
、
岐
阜
、
静
岡
、
三
重
、
奈
良
、
和
歌
四
本
は
民
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
六
七
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
政府諮問案の算定方式
9775 + 
(55年同〉
3 
9683 
(56年同) =9.519円
表46
ムパリティ価格(同〉
9.519X盟主ru喧生 5J 0)農業ノミ Fティ指数2_，~，~， =9.849円
120.30 (54年 7 月 ~57f5 月のノミリティ指数平均)
ム特別加算額
(a) (a') (a") 伶) ゅう (b") 
1134.66... .，. ._. .119.46... ._..̂  .̂  ̂ 1 
自.519Xイ xO. 33x1. 0076x ~~;. ;~x O. 67x 1. 011ト-9.849=97円1129.85 ，r， u.UU?'-.I..VU'U/~115.59/U.V'/' .L .u.l.l. [ 
ム基本儲格
9849十97=9946円(1円3等)
9946-200= 9746与9750(新 3等裸)
ム政府買入価格
9750 + 89 十
(等級間格差)
10.170円+ 143 = 
(時期別格差)
188 
(包装代)
注(a ) 54年 7月から57年 5月までの経営部門パヲティ指数の変化率
(a' )農業支出に占める淫営部門支出の割合
(a")物財投入量の変化事i bj54芸7月から5件 5月までの家計部門川ティ指数の定化率
b') :Il ー支出に占める家計部門支出の割合
(b")都市と農村の所得のギャップ
ノ、
八
( ['日本農業主f'報~ 7. 16京〉
山
、
広
島
、
山
口
、
徳
島
、
愛
媛
、
高
知
、
福
岡
、
長
崎
、
魔
児
島
。
門
生
徒
一
県
〕
茨
城
、
栃
木
、
千
葉
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
福
井
、
長
野
、
滋
賀
、
鳥
取
、
島
根
、
岡
山
、
香
川
、
佐
賀
、
熊
本
、
大
分
、
宮
崎
。
〔
特
別
生
産
県
〕
そ
の
山
出
。
さ
て
、
こ
の
年
政
府
は
当
初
コ
二
年
を
基
準
と
す
る
パ
リ
テ
ィ
方
式
を
考
え
て
い
た
が
、
特
別
加
算
を
や
め
よ
ろ
と
し
だ
た
め
、
パ
リ
テ
ィ
指
数
が
上
る
の
に
米
価
は
下
る
と
い
う
不
合
理
と
な
り
、
別
の
方
式
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
と
し
て
は
、
す
で
に
自
民
党
政
調
会
に
設
け
ら
れ
た
米
価
対
策
特
別
委
員
会
に
一
O
、
二
ハ
六
円
案
を
説
明
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
に
適
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
結
果
、
九
年
か
ら
ご
二
年
ま
で
の
前
三
ヶ
年
の
基
本
価
格
墨
準
の
パ
リ
テ
ィ
価
格
に
投
下
資
本
量
の
変
化
等
を
勘
案
し
た
若
干
の
加
算
と
い
う
暫
定
パ
リ
テ
ィ
方
式
(
表
幻
参
昭
む
を
き
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
公
定
米
価
な
る
も
の
が
一
見
科
学
性
を
よ
そ
お
っ
て
い
る
と
は
い
昭和32年度米価(基本価格と算定方式)
(玄米1沼当り)
表47
前 3ヶ年基本価格基準ノミリティ方式
1.パリティ価格(特別加算込〉
1134.66 
9.515円(注 1)Xi面高XO.33Xl. 0076伐の
119.96. . ~ ~_ ._ _" -..~. 1 
十m:59XO.67X1.011(注8)f=9.942円
2.新 3等9.942円一200円(注4)=9.742円寺9.745円
3.平均手取価格(包装込)
9，745円+183円〈時期BIJ価格差)十89円〈等級間格差〉
十188円(包装代)十100円〈申込加算)+195円(歩留加算〉
=10.328.5円(注5)
生産費および所得補償方式を参酌(裸価格〉
1.パfV!lライン生産費をとり家族労働報酬を製造工業平均
賃金で評価，地代は類地小作料 75% 9，483円
80% 自.703円 85% 10.257円
90% 10，999円 95% 12，693円
2.平均生産費につき製造工業平均賃金 8，250問
3.ノミfI7!lライシ生産費につき製造工業パJレクライン賃金
8，391円
(注1)28年札120円.30年 9.755円.31年 9，683円の 3ケ
年平均
(注2)資本財投下量の上昇率
〔注3)都市と農村の消費水準の上昇率のギャップ
(注4)新旧 8等格差
(注5)決定時の見込
式方定算l政府支払刊価格(1-4等包装込)
10.261円
基木価格
( 3等裸)
日， 745円
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
〈農林統計協会『農産物価橋の現状分析』付表44-5頁)
昭和32年度各種奨励金
5円
千石
30.822.9 
入
量
買附
数
山
N
l
l
つ
引
制
装
一
当
出
L
厄置い
算加留歩
188円
単価 35円
石当り平均
16円
表48
|単時;(リ格下弔司自
ノ、
九
(同上50-51頁〉註:時期別格差の( )は続、供出数量に対する比率である。
白
木
資
木
主
義
の
米
価
問
思
(
五
)
七。
ぇ
、
生
産
者
米
価
を
安
く
抑
え
る
た
め
に
パ
り
テ
ィ
計
算
を
悪
用
し
た
全
く
の
政
治
米
価
で
あ
る
こ
と
が
暴
露
さ
れ
た
。
ま
た
、
六
月
十
三
日
の
米
価
要
求
全
国
農
民
大
会
の
要
求
米
価
な
ら
び
に
生
産
者
諸
国
体
の
要
求
米
価
は
表
却
の
如
く
一
一
、
四
二
四
円
で
あ
っ
た
が
、
政
府
は
牛
一
産
者
一
方
式
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
参
芳
材
料
と
し
て
し
か
採
用
で
き
な
い
も
の
と
し
て
し
り
ぞ
け
た
。
農業団体の要求米価(生産費および所得補償方式〉
(反当り単位円)
|「 |基斡l比酔i
I (56年)I (57年)I 
種官費 2651
肥料費 1 3.340! 
薬済防除費 569: 
諾材料費 554 
管料・料金 1制(
小 農 兵 費 222， 
大 農具費 1 1.125: 
建 物費 I 95引
土地改良設備費 41 
畜 役 費 I 1.3251 
官i 税公言葉言者負担 I 1. 05: 
雇傭労働費 1 1. 372i 
固定資太利寸一 i 1.815; 
涜動資本利子 650 
| 物財費計 I 1山 Bl13町
家労| 家族直接労働費 1 12.0811 13.020 
扶働i 間接労働費 1 2.1031 2.250 
計 (反当〕 A 1 2叩 21 29.297 
国j 産 物 価 額 B 1 1. 941 2.038 
副産物差ヲi反 当 計 A-B I 25.8611 27.259 
ijlJ il ~ K' '11 15 ~J '*1iI ~ーB l 副産物 売引 右当 米価 頁一夜 10.1421 
LLJL-1 代 7341 加価 lM6lM4|
表49
物
則「
費
な
お
、
既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
年
は
上
半
期
ま
で
の
好
況
が
外
貨
危
機
を
き
っ
か
け
に
下
半
期
に
は
デ
フ
レ
経
済
に
急
転
、
急
激
な
景
気
の
下
降
局
面
に
入
っ
た
の
で
あ
る
が
、
( f日本農業年報J7. 17頁)
農
村
は
酪
農
や
養
蚕
な
ど
の
分
野
を
除
き
、
一
般
に
比
較
的
な
安
定
そ
示
し
、
こ
の
た
め
農
業
所
得
は
前
年
よ
り
高
水
準
に
維
持
さ
tL 
「
農
業
の
デ
フ
レ
圏
外
論
」
(
『
昭
和
年
度
経
済
年
次
報
告
』
一
八
三
頁
)
が
唱
え
ら
れ
た
。
も
し
戦
前
の
不
況
期
に
こ
の
よ
う
な
曲
一
一
旦
作
が
続
い
た
ら
豊
作
貧
乏
の
被
害
は
深
刻
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
V
o
た
と
え
ば
昭
和
農
業
の
中
心
で
あ
っ
た
米
と
繭
が
暴
落
、
米
は
半
値
、
繭
は
約
二
割
の
憤
下
り
を
み
ぜ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
昭
和
三
二
年
度
問
に
一
般
五
年
の
恐
慌
期
に
お
け
る
型
作
で
、
当
時
の
卸
売
物
価
な
ら
び
に
生
産
が
約
一
割
の
低
落
な
ら
び
に
減
退
を
み
せ
た
の
に
、
農
産
物
は
、
ほ
ぼ
そ
の
価
格
を
保
合
い
で
す
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
経
済
白
書
は
こ
の
原
因
と
し
て
、
第
一
に
金
融
引
締
め
政
策
が
農
業
金
融
面
へ
は
ほ
と
ん
ど
ひ
び
か
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
戦
後
の
農
業
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
農
業
が
景
気
変
動
の
影
響
を
避
け
る
要
素
が
ふ
え
た
こ
と
、
第
三
に
、
米
側
定
は
じ
め
と
す
る
各
種
農
産
物
の
価
格
支
持
政
策
が
効
果
を
み
せ
た
こ
と
、
の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
。
と
の
う
ち
、
第
三
の
価
格
支
持
政
策
の
役
割
、
と
く
に
食
管
制
の
も
つ
意
義
が
極
め
て
大
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
、
こ
の
年
の
食
管
特
別
会
計
は
、
三
二
年
十
月
一
日
の
消
資
者
米
価
値
上
げ
と
、
三
三
年
度
補
正
予
算
で
の
食
管
特
別
会
計
へ
の
一
五
O
億
円
繰
入
れ
(
う
ち
五
四
億
円
は
三
二
年
度
の
運
転
資
金
に
充
当
)
お
よ
び
三
三
年
度
予
算
に
、
同
会
計
の
勘
定
区
分
に
も
と
づ
く
農
産
物
安
定
勘
定
に
対
し
て
の
一
般
会
計
か
ら
の
一
O
億
円
の
直
接
繰
入
れ
を
計
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
対
的
な
安
定
を
み
せ
る
に
至
っ
た
。
し
1う〉
し
こ
れ
で
食
管
会
計
の
問
題
が
解
消
し
た
わ
け
で
は
勿
論
な
く
、
食
管
会
計
の
将
来
に
た
い
す
る
合
理
化
と
明
朗
化
が
各
方
面
か
ら
強
く
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
三
三
年
度
の
米
の
推
定
実
収
高
は
七
、
九
九
五
万
一
ニ
千
石
、
政
府
買
入
且
一
塁
は
三
、
一
二
九
三
万
石
を
記
録
し
、
こ
の
年
の
米
価
は
七
月
四
日
の
閣
議
で
石
当
り
平
均
一
O
、
一
ニ
ニ
一
二
円
に
快
定
を
み
た
。
一
ニ
コ
一
年
度
予
算
米
価
は
次
の
よ
う
な
計
算
に
よ
り
一
O
、
二
O
O円
と
さ
れ
て
い
た
。、白
H
b
廿
同
附
諌
言
明
議
接
出
L
4口
羽
J
民
伊
陣
h
鴎
隔
医
同
防
除
慨
は
同
N
h間
隙
M
P
司品目
B
F
o
T
尋
濁
迫
骨
国
批
H
8
3
」
X
H悶
H
a
Q
H判
ア
品
、
t
g
b明
白
、
担
蹄
灘
、
h
z
w
v
A
勤
弊
δ
叔
S
)
H喧
喧
m
H
m
Z
(
帥
嶋
鶏
隷
逓
浬
設
隣
同
伊
)
P
E
m
Z
1
T
曲
由
苫
(
岬
明
議
週
議
情
)
十
回
∞
∞
苫
(
陸
艇
4
n
v
H
H
F
H国
同
苫
壮
H
P
呂
田
耳
し
か
し
、
農
林
・
大
蔵
両
省
の
折
衝
か
ら
出
て
き
た
農
林
省
の
米
価
原
案
は
一
O
、
一
六
六
円
(
包
装
代
込
み
、
申
込
加
算
は
っ
け
な
い
〉
日
本
資
本
主
義
の
米
側
問
題
(
五
)
七
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
七
で
、
予
約
加
算
の
廃
止
、
時
期
別
格
五
(
早
場
米
奨
励
金
)
の
圧
縮
な
ど
、
役
所
的
な
合
理
的
米
価
の
追
求
で
あ
っ
た
。
と
の
農
林
省
原
案
は
前
年
の
そ
れ
よ
り
一
五
六
円
五
O
銭
下
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
自
民
党
政
調
会
内
に
設
け
ら
れ
た
臨
時
米
価
対
策
特
別
委
員
会
(
委
員
長
豆
政
誠
之
氏
)
は
党
内
の
農
林
議
員
を
結
集
し
て
「
昨
年
を
下
回
ら
む
米
価
」
を
要
求
、
こ
の
線
で
政
府
諮
問
案
一
O
、
一
二
二
三
円
を
作
り
、
こ
れ
を
米
価
審
議
会
に
は
か
っ
た
。
米
価
審
議
会
は
難
航
を
重
ね
た
の
ち
、
次
の
答
申
を
行
っ
た
。
「
一
、
政
府
買
入
価
格
は
、
生
産
費
及
び
所
得
補
償
方
式
に
よ
り
定
む
べ
き
で
あ
る
が
、
実
施
上
未
解
決
の
点
が
あ
る
の
で
、
昭
和
一
ニ
三
年
産
米
に
限
り
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
よ
る
政
府
諮
問
を
や
む
を
得
ざ
る
も
の
と
思
料
す
る
も
、
基
準
年
次
に
つ
い
て
は
再
考
を
要
す
る
と
認
め
る
。
二
、
包
装
費
に
つ
い
て
は
、
な
お
低
き
に
失
す
る
か
ら
実
情
に
即
じ
、
適
正
化
す
べ
き
で
あ
る
。
三
、
米
の
基
本
配
給
価
格
、
希
望
並
び
に
職
場
配
給
価
格
は
据
置
く
べ
き
で
あ
る
。
付
寸まわ
'市
事
項
政
府
は
集
荷
の
万
全
を
崩
し
、
消
費
者
に
対
す
る
増
配
を
期
す
る
こ
と
。
」
な
お
、
政
府
に
対
す
る
建
議
と
し
て
、
ω政
府
は
速
や
か
に
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
確
立
の
た
め
、
未
確
定
部
分
の
究
明
を
行
ぃ
、
一
ニ
四
年
産
米
よ
り
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
と
、
凶
麦
に
つ
い
て
、
生
産
・
流
通
・
消
費
の
各
升
野
に
価
格
そ
の
他
の
矛
盾
が
多
く
現
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
麦
作
農
家
の
安
定
そ
図
り
つ
つ
、
こ
れ
が
是
正
を
行
う
べ
き
で
あ
る
、
と
の
こ
点
が
答
申
に
付
け
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
政
府
ば
、
「
ω生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
に
つ
い
て
は
、
今
に
わ
か
に
採
用
し
か
ね
る
。
し
か
し
米
審
の
答
申
お
よ
び
建
議
の
次
第
も
あ
り
、
こ
れ
を
尊
重
し
未
解
決
の
諸
点
ぞ
中
心
と
し
て
、
生
産
者
米
価
の
算
定
方
式
お
よ
び
そ
の
適
用
並
び
に
そ
の
基
礎
と
す
べ
き
統
計
調
査
に
つ
い
て
、
今
後
可
及
的
速
や
か
に
研
究
を
進
め
た
い
。
ゆ
二
九
、
一
ニ
O
、
三
一
年
配
パ
リ
テ
ィ
米
価
の
基
準
年
と
し
た
が
、
こ
の
期
間
を
通
じ
、
生
産
事
情
・
物
価
・
農
家
経
済
事
情
が
適
当
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
コ
一
三
年
産
米
価
決
定
に
あ
た
っ
て
も
、
と
れ
を
変
更
す
る
根
拠
は
認
め
が
た
い
の
み
か
、
安
易
に
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
ゆ
包
装
費
は
今
後
な
お
適
正
化
す
る
よ
う
検
討
す
る
。
同
消
費
者
価
格
は
、
現
状
に
お
い
て
は
こ
れ
を
措
置
方
針
で
あ
る
」
と
の
ベ
、
審
議
会
の
答
申
を
尊
重
す
る
と
言
明
は
し
た
も
の
の
、
政
府
諮
問
案
通
り
に
三
三
年
雇
米
価
を
一
O
、
三
二
三
円
と
閣
議
決
定
を
行
っ
た
(
表
的
叩
、
印
参
照
)
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
実
上
米
価
審
議
会
は
一
方
的
に
押
し
切
ら
れ
、
審
議
会
は
そ
の
存
在
意
義
を
問
わ
れ
る
こ
正
に
な
っ
た
。
ま
た
政
府
の
生
産
者
米
価
が
「
党
利
党
略
米
価
」
で
あ
る
こ
と
を
今
年
も
ま
た
暴
露
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
こ
の
年
の
米
価
一
O
、
三
二
三
円
は
前
年
度
に
く
ら
べ
わ
ず
か
石
当
り
五
O
銭
高
に
と
ど
ま
っ
た
。
と
れ
は
王
月
の
総
選
挙
に
お
け
る
自
民
党
の
「
米
価
水
準
据
置
き
」
の
公
約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
年
度
よ
り
も
パ
リ
テ
ィ
指
数
が
下
り
(
一
二
一
一
年
十
一
月
の
一
一
一
五
・
二
五
に
対
し
、
三
一
二
年
五
月
は
一
三
二
・
八
一
一
)
、
し
か
も
戦
後
第
二
の
豊
一
作
と
な
っ
た
の
に
米
価
は
下
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
パ
リ
テ
ィ
方
式
そ
の
も
の
の
不
合
理
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
米
価
審
議
会
は
と
こ
三
年
来
政
府
に
生
産
費
お
上
び
所
得
補
償
方
式
の
採
用
を
勧
告
し
て
い
た
が
、
政
府
が
こ
の
年
も
パ
リ
テ
ィ
方
式
を
採
用
し
た
理
由
は
、
川
生
産
費
調
査
が
現
状
で
は
ま
だ
十
分
信
頼
が
で
き
な
い
、
制
パ
ル
グ
ラ
イ
ン
を
ど
の
辺
に
求
め
る
か
に
つ
い
て
き
め
て
が
な
い
、
川
所
得
補
償
の
目
標
で
あ
る
都
市
の
労
賃
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
採
用
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
は
技
術
的
に
も
盟
論
的
に
も
問
題
が
多
い
、
と
い
う
諸
点
を
根
拠
に
し
て
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
米
価
審
議
会
は
、
と
こ
一
二
年
来
に
引
続
い
て
ご
一
一
四
年
産
米
よ
り
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
七
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
沼和33年度米価(基本価格と算定方式)
(玄米 1石当り〉
表50
式
昭和29.30.31年基本価格基準パリティ方式
1.バリティ価格(特別加算込〉
(134.73 
9.515円〈注1)xt而耳XO.33x1.013(注 2) 
118.45... ."... ••• ，.~.， ì 
十面調xO. 67X 1.01 (注 3)j=9.898円
2 新 8等 9.898円一20日円=自.698円寺9.700円
3.平均手取価格(包装込)
9.700円十216円(時期別価格差)+67円(等級間格差)
+25円(歩留加算)+100円(申込加算)+215円〈包装
代)=10.323円(注 5) 
生産費および所得補償方式を参酌
1. 32年産米生産費基準によるパ)V!7ライン生産費
(裸価格)
方定算川唱官[
10.256円
基本価格
( 3等裸)
自.700円
H% H% H% U% 
原生産費 8.855円 9.168円 9.426円 10.353円
個表評価替(注目)8.929円 9.335円 9.828円 10.488円
2.平均生産費について都市平均賃金を補償する方式
7.686円
(注1)29年 9.120.30年 9.755.31年 9.683円の 3ヶ年平均
(注 2)資本財投下量の上昇率
(注 3)都市と農村の消費水準の上昇率のギャッ 7・
(注4)新旧 8等格差
(注5)決定時の見込
(注6)個表につき家族労働報酬を製造工業全規模平均賃金
で評価
(長材統計協会『農産物価格の現状分析』付表 45頁)
七
四
昭和33年度各種奨励金
差 | 一|…I ~~m~ I~:~I 醐貿入
1単 位 i lph価;支榔額|手当副格差 l謹 歩留加算
800円
支払百総万額円
10月10日まで
600円 数7.12量7.6 200円
210円 100円 3.119.31 96円 10円 215円 33.930.7
:1 10月20日まで 千石
400円 15.(43252.2.5 ) 200円 25円
10月31固まで 3-4等
200円 200円
表51
(向上50-51頁〕{注) :時期別格差の( )は総供出数量に対する比率である。
償
方
式
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
」
と
重
ね
て
建
議
し
た
。
な
お
、
分
裂
を
重
ね
て
き
た
日
本
農
民
組
合
は
、
一
三
二
年
三
月
二
四
日
統
一
大
会
を
開
き
、
分
裂
に
終
止
符
を
打
っ
た
が
、
そ
の
全
国
的
斗
争
の
第
一
歩
と
し
て
米
価
要
求
の
坐
り
込
み
斗
争
を
行
い
、
農
協
中
央
会
が
算
定
し
た
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
に
よ
る
一
一
、
四
八
O
円
の
米
価
を
支
持
し
て
斗
っ
た
。
ま
た
消
費
者
米
価
は
一
0
キ
ロ
当
り
平
均
八
五
O
円
に
据
置
か
れ
た
。
(
鈎
)
恒
例
の
中
央
農
業
会
議
主
催
の
米
価
要
求
全
国
農
民
大
会
で
は
、
従
来
の
停
情
お
よ
び
実
行
委
員
会
設
置
と
と
も
に
、
坐
り
込
み
を
含
む
実
力
行
動
が
決
議
さ
れ
、
大
会
終
了
後
、
全
日
農
を
中
心
と
す
る
農
林
省
へ
の
集
団
陣
情
団
は
、
農
林
大
臣
の
回
答
を
不
満
と
し
て
そ
の
ま
ま
農
林
省
玄
関
に
坐
り
込
み
、
六
月
一
一
一
二
日
か
ら
二
九
日
ま
で
の
七
日
間
、
こ
こ
を
根
城
と
し
て
米
価
審
議
会
そ
の
他
に
強
力
な
集
団
陣
情
を
行
っ
た
。
農
林
省
正
面
玄
関
前
は
、
各
地
か
ら
持
っ
て
来
た
赤
旗
・
の
ぼ
り
・
む
し
ろ
旗
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
と
く
に
み
の
・
か
さ
・
地
下
足
袋
の
作
業
姿
で
上
京
し
た
約
一
O
O名
の
農
民
代
表
は
、
米
価
審
議
会
場
で
一
一
一
浦
農
相
を
三
時
間
以
上
に
わ
た
っ
て
か
ん
づ
め
に
し
、
米
価
審
議
会
は
一
時
開
会
不
能
に
な
る
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
坐
り
込
み
」
斗
争
は
も
ち
ろ
ん
本
格
的
な
米
価
斗
争
の
第
一
歩
に
す
ぎ
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
な
か
に
は
、
従
来
の
上
部
機
関
だ
け
の
降
情
運
動
に
は
見
ら
れ
な
い
多
く
の
貴
重
な
蔚
芽
を
含
ん
で
い
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
第
一
に
、
ζ
の
参
加
者
が
、
ま
さ
に
米
を
作
っ
て
い
る
農
民
た
ち
自
身
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
五
O
名
に
の
ぼ
る
代
表
の
う
ち
、
農
民
で
な
い
農
民
組
合
活
動
家
は
中
央
の
幹
部
を
除
け
ば
一
O
名
そ
こ
そ
こ
で
あ
っ
た
。
一
部
で
は
、
農
民
た
ち
が
あ
ま
り
に
見
事
な
集
団
行
動
を
行
っ
た
の
を
見
て
、
「
本
当
の
農
民
に
、
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
は
ず
は
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
全
学
連
や
共
産
党
が
引
張
っ
た
と
い
う
デ
マ
ま
で
出
さ
れ
た
。
事
実
は
、
農
民
自
身
の
自
覚
の
高
ま
り
の
現
わ
れ
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
れ
ら
の
代
表
者
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
地
元
の
農
民
組
織
と
農
民
の
大
衆
的
支
持
を
得
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
資
金
源
は
額
か
ら
い
え
ば
ま
だ
農
協
や
役
場
か
ら
の
寄
付
金
が
多
い
。
し
か
し
そ
の
ほ
か
に
労
働
組
合
か
ら
の
応
援
や
、
な
か
ん
ず
く
供
出
米
一
俵
当
り
一
円
、
二
円
と
い
う
形
で
署
名
運
動
に
付
随
し
て
集
め
ら
れ
た
、
村
で
の
大
衆
カ
ン
パ
の
率
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
坐
り
込
み
時
期
が
農
繁
期
に
当
っ
た
た
め
、
上
京
者
の
農
作
業
の
応
援
の
手
は
ず
ま
で
地
元
で
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
第
三
に
、
し
た
が
っ
て
こ
の
行
動
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
要
求
は
農
民
の
直
接
の
声
で
あ
っ
て
、
・
少
な
く
と
も
こ
の
行
動
に
よ
っ
て
下
部
農
民
の
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
七
五
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
七
六
声
を
、
農
協
そ
の
他
各
段
階
の
幹
部
を
通
し
て
間
接
に
で
は
な
く
、
直
接
に
中
央
ま
で
通
す
途
が
関
か
れ
た
と
い
え
る
。
第
四
に
、
こ
の
運
動
を
通
じ
て
農
民
の
自
覚
が
高
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
参
加
者
は
、
た
と
え
米
審
が
ど
ん
な
決
議
を
し
よ
う
と
も
、
政
府
が
こ
れ
を
無
視
し
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
政
府
の
政
策
実
行
の
隠
れ
み
の
と
し
て
の
米
価
審
議
会
の
性
格
そ
身
を
も
っ
て
知
っ
た
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
ま
た
、
わ
ず
か
百
数
十
名
の
力
で
も
農
林
大
臣
を
か
ん
づ
め
に
し
た
り
、
全
国
の
新
聞
を
騒
が
せ
る
だ
け
の
力
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
多
く
の
欠
陥
も
あ
っ
た
。
何
と
い
，
っ
て
も
現
実
に
か
ち
と
っ
た
値
上
げ
が
な
い
と
と
は
致
命
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
坐
り
込
み
に
対
す
る
農
協
そ
の
他
の
農
業
団
体
の
実
質
的
参
加
が
な
か
っ
た
こ
と
、
い
わ
ば
統
一
行
動
に
欠
け
る
点
が
あ
っ
た
こ
と
も
原
因
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
統
一
行
動
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
決
し
て
全
日
農
関
係
者
が
「
行
過
ぎ
」
た
か
ら
で
は
な
く
、
系
統
機
関
を
↓
本
当
に
下
か
ら
突
き
上
げ
て
行
っ
て
行
動
に
参
加
さ
せ
る
だ
け
の
力
と
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
結
論
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
下
か
ら
の
積
み
上
げ
が
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
今
回
の
坐
り
込
み
は
そ
れ
を
促
進
す
る
大
き
な
一
石
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
米
を
め
ぐ
る
と
の
運
動
と
、
農
業
共
済
に
対
す
る
運
動
と
を
比
較
し
て
み
て
、
と
く
に
対
照
的
な
の
は
、
一
方
に
お
け
る
斗
争
戦
術
の
貧
附
と
他
方
に
お
け
る
豊
富
き
で
あ
る
。
共
済
の
場
合
に
は
、
農
業
災
害
補
償
法
の
な
か
に
あ
る
解
散
総
会
の
戦
術
を
基
軸
と
し
、
総
代
の
辞
任
、
役
員
の
辞
職
、
共
済
細
白
書
の
不
提
出
、
予
算
・
事
業
計
画
の
否
決
な
ど
、
多
彩
な
戦
術
が
斗
い
の
な
か
か
ら
生
み
だ
さ
れ
、
乙
れ
ら
が
、
十
二
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
と
と
ろ
が
米
の
場
合
は
村
に
お
け
る
検
査
斗
争
を
除
け
ば
、
今
回
の
坐
り
込
み
の
斗
い
が
今
ま
で
発
見
さ
れ
た
唯
一
の
戦
術
で
あ
る
。
今
後
は
具
体
的
目
標
を
も
っ
下
か
ら
の
農
民
の
結
集
に
よ
っ
て
こ
の
欠
陥
を
埋
め
て
行
く
以
外
に
は
途
が
な
い
(
『
日
業
農
業
年
鑑
』
一
九
五
九
年
版
、
三
二
六
I
七
頁
参
照
)
。
昭
和
三
四
年
産
米
の
推
定
実
収
両
は
入
、
三
三
凹
万
一
千
石
と
、
三
O
年
の
記
録
を
七
七
万
六
千
石
も
上
回
る
大
豊
作
と
な
っ
た
。
そ
の
う
え
、
農
産
物
価
格
の
堅
調
と
農
業
生
産
費
の
値
下
り
傾
向
、
農
家
所
得
の
約
四
O
%を
占
め
る
労
賃
、
俸
給
収
入
の
一
般
経
済
界
の
好
況
そ
反
映
し
て
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
三
四
年
の
農
家
所
得
は
戦
後
最
高
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
三
二
年
並
み
の
石
当
り
平
均
一
。
、
三
三
三
円
の
米
価
決
定
は
、
こ
こ
数
年
続
い
た
ご
万
円
米
価
」
と
し
て
、
多
く
の
不
満
を
内
包
し
な
が
ら
も
、
農
民
に
と
っ
て
は
一
応
の
安
定
と
も
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
算
定
方
式
は
、
こ
の
三
四
年
度
は
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
と
所
得
パ
リ
テ
ィ
方
式
の
双
方
を
勘
案
す
る
方
式
(
ラ
ム
ダ
1
方
式
と
も
よ
ば
れ
平
均
生
産
費
に
A
係
数
を
乗
ず
る
方
式
)
を
と
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
方
式
を
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
理
出
を
堀
江
亮
次
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
ω従
来
の
所
得
パ
リ
テ
ィ
方
式
で
は
も
は
や
「
再
生
産
確
保
」
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
の
考
え
方
を
「
大
巾
」
に
取
入
れ
て
生
産
者
の
納
得
を
う
る
必
要
が
あ
っ
た
。
閣
ま
た
米
価
水
準
を
考
え
て
も
、
戦
後
の
状
態
で
は
抑
制
価
格
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
七
年
に
所
得
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
切
換
ら
れ
て
以
来
米
価
は
比
較
的
に
安
定
し
て
お
り
、
こ
れ
が
増
産
と
農
家
生
活
水
準
向
上
の
支
柱
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
「
農
政
価
格
」
と
か
「
支
持
価
格
」
的
性
質
の
も
の
に
変
質
し
て
き
た
。
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
を
採
用
し
た
か
ら
と
い
っ
て
大
巾
な
米
価
引
上
げ
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
矧
「
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
」
は
戸
数
パ
ル
ク
ラ
イ
ン
入
O
M
(生
産
費
の
低
い
方
か
ら
累
積
し
て
い
っ
て
、
ほ
ぼ
八
O
%
に
当
る
層
)
に
お
け
る
農
家
群
の
物
財
費
に
、
家
族
労
働
時
間
と
製
造
工
業
賃
銀
率
の
相
乗
積
を
加
え
た
も
の
を
意
味
し
て
い
た
。
し
か
し
八
O
克
パ
ル
グ
ラ
イ
ン
は
説
明
が
む
ず
か
し
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
「
平
均
生
産
費
方
式
」
な
ら
い
い
と
い
う
結
論
に
も
な
ら
な
い
。
た
だ
一
つ
言
え
る
こ
と
は
平
均
生
産
費
は
バ
ル
ク
ラ
イ
ン
よ
り
は
る
か
に
安
定
的
で
あ
り
、
統
計
上
の
精
度
も
高
い
か
ら
、
こ
こ
を
一
つ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
、
こ
れ
と
需
給
関
係
を
い
か
に
か
み
合
わ
せ
て
双
方
が
納
得
の
行
き
そ
う
な
線
が
見
出
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結
果
調
整
係
数
え
が
編
み
出
さ
れ
、
こ
こ
に
平
均
生
産
費
基
準
の
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
が
登
場
し
た
わ
け
で
あ
る
。
凶
A
と
い
う
調
整
係
数
は
最
近
に
お
け
る
需
給
事
情
の
も
と
で
、
都
市
均
衡
労
賃
に
よ
る
所
得
補
償
の
範
囲
を
平
均
的
な
米
作
農
家
以
上
に
ど
の
範
囲
ま
で
拡
げ
う
る
か
を
一
不
す
係
数
で
あ
る
。
都
市
均
衡
労
賃
許
価
替
平
均
生
産
費
と
適
正
米
価
水
準
と
の
比
率
を
示
す
理
論
算
式
を
導
く
た
め
、
米
価
水
準
は
需
要
(
賃
銀
で
代
表
さ
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
七
F七
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
七
八
せ
る
)
と
供
給
(
反
収
で
代
表
さ
せ
る
)
函
数
と
し
て
現
わ
さ
れ
、
一
方
生
産
費
も
費
用
(
労
賃
て
代
表
さ
せ
る
)
と
収
量
(
反
収
で
代
表
さ
せ
る
)
の
函
数
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
タ
イ
ム
シ
リ
ー
ズ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
導
き
出
し
た
算
式
に
よ
る
理
論
値
と
実
際
値
と
の
開
差
を
検
定
し
た
上
で
、
実
際
値
の
平
均
を
と
り
、
約
平
均
よ
り
二
五
%
ア
ッ
プ
と
い
う
と
こ
ろ
を
妥
当
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
間
右
の
よ
う
な
次
第
で
生
産
費
と
パ
リ
テ
ィ
双
方
採
用
に
踏
み
切
っ
た
わ
け
で
あ
る
(
「
今
年
の
米
価
算
出
止
を
顧
み
て
」
「
農
林
統
計
調
査
』
昭
和
三
四
年
八
月
号
、
十
一
l
ニ
ロ
参
照
。
な
お
、
堀
江
氏
の
本
論
文
は
具
体
的
算
定
要
領
に
つ
い
て
く
わ
し
い
)
。
さ
て
、
農
林
省
は
ζ
の
年
の
米
価
算
定
に
さ
い
し
て
、
第
一
に
米
価
の
水
準
は
昨
年
並
み
に
据
置
く
、
第
二
に
算
定
方
式
と
し
て
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
を
大
巾
に
-
取
り
入
れ
る
、
第
三
に
予
約
減
税
を
や
め
、
そ
れ
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
一
律
に
石
当
り
七
五
円
を
加
算
す
る
、
と
い
う
基
本
構
想
を
も
っ
て
い
た
。
右
の
構
想
に
立
っ
て
農
林
省
は
六
月
は
じ
め
か
ら
算
定
を
始
め
た
が
、
一
一
一
一
日
に
な
っ
て一
O
、
三
七
八
円
と
い
う
原
案
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
基
本
価
格
を
九
、
七
O
O円
と
し
、
そ
れ
に
予
約
減
税
補
償
分
の
七
五
円
、
お
よ
び
時
期
別
格
差
、
歩
留
加
算
、
包
装
代
等
を
く
わ
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
減
税
補
償
分
七
五
円
を
べ
つ
に
す
れ
ば
、
そ
れ
は
去
年
の
決
定
米
価
一
O
、
コ
一
二
三
円
に
比
し
て
二
十
円
だ
け
低
い
。
右
の
点
に
つ
い
て
大
内
氏
は
「
乙
の
農
林
省
の
原
案
は
、
あ
る
い
み
で
奇
妙
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
基
本
米
価
九
千
七
百
円
と
い
う
の
は
、
生
産
費
・
所
得
補
償
方
式
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
パ
リ
テ
ィ
方
式
で
算
定
さ
れ
た
主
年
の
基
本
米
価
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
農
林
省
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
今
年
は
パ
リ
テ
ィ
ー
指
数
が
去
年
よ
り
下
っ
て
い
る
の
で
、
も
し
パ
リ
テ
ィ
1
方
式
に
よ
っ
て
計
算
す
れ
ば
、
基
本
伺
絡
は
九
千
六
百
九
十
一
一
円
に
な
る
、
そ
れ
を
生
産
費
・
所
得
補
償
方
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た
の
で
、
九
千
七
百
円
と
い
う
水
準
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
パ
リ
テ
ィ
ー
方
式
に
よ
れ
ば
い
く
ら
に
な
る
か
は
ベ
っ
と
し
て
、
生
産
費
・
所
得
補
償
方
式
に
よ
っ
た
米
価
が
九
千
七
百
円
に
な
る
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
不
思
議
な
偶
然
で
あ
る
。
む
し
ろ
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
表52 昭和34年度米価(基本価格と算定方式)
(玄米1右当り〉
基本価格
( 3 等裸)
9.715円
七
九
Lr型塑J 算 定 方 式
生産費および所得補償方式ならびに所得パリティ方式勘案
1.生産費および所得補償方式による算定
7.976円(注1.2)X1.2533 (注 3)=9.996円
基本価格 9.996円-210円(時期別格差〉
-30円(歩留カr算)-20円(等級間格差)
コ 9.736円(基本価格)
2.所得パリティ方式(特別加算込〉
r129.93 
9.723円借りxt面市X1. 0023X O. 34C注 5) 
119.34 、
十百万X1.0050XO.66C削 )J =9.692円
3 決定米価
1.および2.を勘案 Lて9.715円とする。
ι平均手取価格(包装込〉
9.715四十210円(時期別格差)+20円(等級間格差)
+30円(歩留加算)+100円(申込加算)
+258円(包装代)=10.333円
(注1)a.家族労働報酬を都市全規模平均賃金で評価替
b.資本利子は費用を借入金1.自己資金 9の割合
で分け.借入金は9分 1厘 2毛.自己資金は
5分 5厘
C. 地代は生産費調査の地代
(注2) 基準平均生産費
31年 32年 3年 平均
8.225円 7.933円 7.771円 7.976円
(注 3) 調整係数(l)
平均生産費 手取平均価額 (.1) 
31年 7.889円札681円1.2272 
32年 7.882 9.974 1.2719 
3年 7.887 9.945 1.2609 
平均 1. 2533 
Aの理論算式
Iog(わ=a+陶日十d唱 W
p=政府支払平均価格 H=反収
c=平均生産費 w=禦金| 制 ) ω…年判刊…一9日叩山74陥必6 紛叩……年引刊……9.7叩 川刊00閃
(注5) 資本財投下量の上昇率
(注 6) 都市と轟村の消費水準の上昇率のギャップ
(長材統計協会?農産物価格の現状分析』付表45一日頁〕
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
昭和34年度各種奨励金
算額|等級間一 |司政府買入
価 I I;~~I 単価|支鍋額|事叫格差 li 霊
日月初日まで
支1払0百.総8万0額1.円6 
800円
10月10日まで
600円
数21.量，(4850千14石.8 〉
百万.円2 200円
単価 60円
千石
267円 100円 3.484 93円 24円 261円 37.442.0 
10月20日まで 2~3 等 石当り平均
400円 57.3 200円 29円
10月31日まで 3~4 等
200円 200円
表53
八。
わ
れ
わ
れ
に
は
、
こ
れ
は
基
本
米
価
を
去
年
な
み
に
き
め
る
と
い
う
、
さ
き
の
第
一
の
構
想
が
先
に
あ
っ
て
九
千
七
百
円
が
ま
ず
き
め
ら
れ
、
ぞ
れ
に
ち
ょ
う
ど
あ
の
よ
う
に
生
産
費
の
(向上50-51頁)
の
計
算
が
調
節
さ
れ
た
結
果
だ
と
し
か
思
え
な
い
。
農
林
大
臣
は
米
価
審
議
会
で
も
、
そ〉つ
い
う
こ
と
は
け
っ
し
て
な
い
、
と
陣
弁
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
鷺
を
烏
と
い
い
く
る
め
る
強
弁
と
い
う
も
の
で
あ
る
」
(
大
内
力
「
米
価
騒
動
て
ん
ま
つ
」
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
昭
和
三
一
四
年
八
月
十
八
日
号
、
三
八
頁
)
と
の
べ
て
い
る
。
右
の
農
林
省
原
案
に
農
業
団
体
は
米
価
水
準
の
引
下
げ
、
予
約
減
税
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
実
質
的
に
損
害
を
う
け
る
農
家
が
多
い
、
と
強
く
反
注:時期別格差の( )は総供出数量に対する比率である。
対
、
自
民
党
も
不
満
を
示
し
、
衆
院
の
農
林
水
産
委
員
会
も
与
野
党
一
致
で
攻
撃
し
た
。
そ
こ
で
政
府
は
七
月
三
日
、
予
約
減
税
の
存
続
を
き
め
、
五
日
に
は
基
本
価
格
を
九
、
七
回
O
円
と
す
る
一
O
、
三
五
八
円
案
を
ま
と
め
た
。
こ
の
基
本
価
格
も
基
準
年
の
暦
年
か
ら
会
計
年
度
へ
の
変
更
と
調
整
係
数
を
四
捨
五
入
し
て
つ
じ
づ
ま
を
合
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
カ〉
も
こ
の
案
も
翌
六
日
、
佐
藤
蔵
相
の
ま
き
返
し
に
よ
り
基
本
米
価
九
、
七
一
五
円
に
下
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
農
林
省
案
の
九
、
七
四
O
円
と
パ
リ
テ
ィ
方
式
の
九
、
六
九
二
円
の
中
間
案
だ
と
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
右
の
九
、
七
一
五
円
を
基
本
と
す
る
昨
年
よ
り
も
七
七
円
ひ
き
あ
げ
ら
れ
た
一
O
、
三
三
三
円
案
が
提
出
、
決
定
さ
れ
た
(
表
回
、
日
参
照
)
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
三
四
年
度
米
価
は
、
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
に
よ
る
米
価
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
一
一
一
五
年
度
産
米
の
推
定
実
収
高
は
入
、
五
七
二
万
三
千
石
と
な
り
、
こ
こ
に
二
一
O
年
以
降
六
年
続
き
の
、
し
か
も
戦
後
最
高
の
豊
作
が
実
現
し
た
。
こ
の
年
、
政
府
は
始
め
て
全
面
的
に
「
生
産
賢
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
」
の
採
用
に
踏
み
切
り
、
七
月
十
四
日
の
閣
議
で
、
政
府
案
通
り
農
家
手
取
り
(
玄
米
一
回
等
平
均
、
包
装
代
込
み
)
一
石
当
り
一
O
、
四
O
五
円
と
す
る
生
産
者
米
価
を
正
式
に
決
定
し
た
。
こ
の
年
か
ら
新
た
に
採
用
さ
れ
た
政
府
の
算
定
方
式
は
米
価
決
定
前
三
一
カ
年
の
反
当
平
均
生
産
費
を
算
術
平
均
し
た
も
の
を
分
子
と
し
、
同
じ
く
過
去
三
カ
年
の
反
当
平
均
収
量
か
ら
標
準
偏
差
例
だ
け
減
じ
た
反
収
の
算
術
平
均
値
を
求
め
て
、
こ
れ
を
分
母
と
し
て
割
っJ
た
値
を
基
準
価
格
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
式
で
示
す
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
ロ川口
町
H
|
劃
1
高
!
川
い
命
ハ
リ
ピ
〕
z
 
P
H
求
め
る
価
格
一C
H
農
林
大
臣
の
定
め
る
年
の
災
害
農
家
を
除
く
米
販
売
農
家
の
平
均
反
当
生
産
費
を
価
格
決
定
年
に
評
価
替
え
し
た
も
心
(
農
林
省
生
産
費
の
過
去
=
一
カ
年
三
問
、
コ
一
五
、
三
六
年
の
平
均
怖
を
基
礎
資
料
と
す
る
〉
、
一
H
H
農
林
大
臣
の
定
め
る
年
の
米
販
売
農
家
の
平
均
反
収
、
1
1
H
農
林
大
臣
の
定
め
る
年
の
米
販
売
農
家
の
反
収
の
一
分
布
表
か
ら
輩
出
し
た
反
収
の
標
準
偏
差
、
N
H
農
林
大
臣
の
定
め
る
年
の
数
(
コ
一
二
、
三
一
二
、
三
一
四
の
三
カ
年
)
。
ま
た
反
収
平
均
生
産
費
の
求
め
方
を
萩
原
祥
三
氏
は
表
団
の
如
く
ま
と
め
、
「
こ
の
よ
う
に
し
て
計
算
さ
れ
た
反
当
平
均
生
産
費
を
、
標
準
偏
差
だ
げ
さ
し
引
い
て
得
た
反
収
で
除
し
て
求
め
ら
れ
る
の
が
基
準
価
格
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
基
準
価
格
が
直
ち
に
個
々
の
農
家
の
手
取
り
と
な
る
基
準
価
格
で
は
な
い
。
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
で
米
日
本
資
本
主
義
の
米
側
問
題
(
五
)
八
日
本
能
只
木
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
昭和35年度米価(基本価格と算定方式)
(玄米1石当り)
表54
式基本価格 l政府支払平均価格| 皆(S 等裸) 1 (1-4等包装込) 1 "子
| 生産費および所得補償方式(標準偏差方式)
基準価格
23.385丙 (32-34年平均評価替安当生産費)(注1)
一一一正面右之適亙限界農家反収)(注 2) 
=9，994円
9.994円十30円(空按費相当額)(注3)
=10.024円(基準価格)
10，024円-230円(時期)JU格差)-39円(歩留加算)
-0円(等板間格差 1-5等)=9.755向 (3等裸〕
(注1)反当生震費 原生産費 評価替生産費
32年 16，127円 23，263円
3 16，718 23.500 
34 16，771 23，392 
平均 23，385 
(i) 評価替都市均衡労賃
男女込 88.38円XO. 9054(物価差)
=80.02円
男子 108，45円XO. 9054 (グ)=98.19円
(ii) 資本利子
借入金 22.3 自己資金 77.7 
借入利率 B分 2属8毛
自己資金利率 5分 5屋
(ii) 地代生産費調査の地代
(注2) 平均反収 標準標主主
32年 2.70石 - 0.47不=2.23右
3 2.79 - 0.46 = 2.33 
34 2.91 - 0.46 = 2.45 
平均 2.34 
(注3) 農家の庭売上り検査場所までの連慨に要する経
費
(農林統計協会『農産物価格の現状分析」付表46-7頁〕
方定
10，420円9，755円
器準価格
10，024円
八
表55 昭和35年度各種奨励金
十一τ五[別格差 |申込加算額(等扱問問 -1..-下司函訂
価 1 I刊|単価|支払4tl格差|草| 歩留加算 lPA!数量
9月30固まで1*~1 ..，...1 I I I 800円|支払総額
10月10日まで| 百万円 1 1 11-2等単 倒 的 円 1
600円111，429. 2i 百万円 200円l
i 279円1100円I3.823.31 94円|ム4円i
10月初日吉で|数量 1 12-3等
400円| 千石 1 I 200円
1側目岡山01 I 1 I 132桔
注 Z時期別格差の( )は総供出数量に対する比率である。
石
J
千
問。6
，
 
o
 
，A4
 
円9
 
5
 
0
4
 
一
〉
I
l
l
i
-
-
-
一
頁
均
円
一
日
平
幻
二
り
一
日
当
一
上
石
一
一
同
一
(
反当り平均生産費の求め方
米生産費パリティ指数(基準年 1~7 月対35年
1~5 月)によって修正された数値
製造業金規模平均1時間当りの賃金X物価
差によって評価替えされた賃金
上記の合計
物価惨正された数値
(4)-(5) 
補完調査により自己資金:借入金22.3: 77.7に分け，借
入金利率8分 2厘日毛.自己資金 5分 5墜にて計算u た
だし(2)(3)の劣働費については利子を見ない。
農林省調査のまま。
補完調査により原価性あるもののみ算入
団)+(7)+(8)十(日)
表56
(いずれも反当)
(1) 物財・雇傭
労働 費
(2) 間接労働費1
(3) 家族労働費I
(4) 費用合計
(5) 副産物価額
(6) 第 1次生産費
(7) 資本利子
(8) 地 代
(9) 租税公課諸負抱
白骨反当生産費
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
価
生
計
算
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
パ
リ
テ
ィ
方
式
当
時
と
価
格
の
立
て
か
た
が
変
わ
っ
て
き
た
。
パ
リ
テ
ィ
方
式
の
場
合
に
は
、
米
価
は
ま
ず
パ
リ
テ
ィ
指
数
を
基
本
米
価
に
乗
じ
て
基
本
価
格
を
出
し
、
れ
に
各
種
加
算
、
格
差
を
加
え
る
積
上
げ
方
式
に
よ
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
加
寧
金
、
格
差
金
は
そ
の
と
き
ど
き
の
経
済
事
情
を
反
映
し
た
政
策
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
で
計
算
さ
れ
る
米
価
は
従
来
の
基
本
価
格
、
歩
留
加
算
、
時
期
別
格
差
、
等
級
間
格
差
を
合
計
し
た
も
の
に
相
当
す
る
と
い
う
見
解
が
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
価
格
の
た
で
か
た
は
違
う
け
れ
ど
も
、
パ
リ
テ
ィ
方
式
の
当
時
取
ら
れ
た
分
配
の
方
式
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
に
よ
っ
て
出
さ
れ
る
米
価
を
農
民
の
間
に
分
配
す
る
や
り
か
た
と
し
て
、
従
来
の
加
算
金
、
格
差
金
を
基
準
価
格
か
ら
差
引
い
て
個
々
の
農
民
間
に
分
配
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
集
荷
政
策
、
地
域
聞
の
所
得
分
配
政
策
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
時
期
別
格
差
な
ど
が
長
い
間
固
定
さ
れ
て
米
価
形
成
の
一
部
と
な
り
、
農
民
の
所
得
に
固
着
し
て
い
る
現
状
で
は
、
に
わ
か
に
従
来
の
方
式
宏
改
め
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
時
期
別
格
差
な
ど
を
米
価
の
一
入
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
八
四
部
と
し
て
合
理
化
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
基
準
米
価
そ
の
も
の
の
計
算
の
仕
方
が
問
題
と
な
っ
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
限
界
農
家
を
ど
こ
に
取
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
と
関
係
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
(
「
転
換
期
に
立
つ
米
価
政
策
」
『
農
林
統
計
調
査
』
昭
和
三
七
年
八
月
号
、
二
一
一
員
)
と
の
べ
て
い
る
。
さ
て
以
上
の
よ
う
な
内
容
な
も
つ
算
定
方
法
は
、
農
民
の
期
待
す
る
も
の
で
は
な
く
強
い
不
満
が
残
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
当
の
「
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
」
と
は
本
来
、
生
産
手
段
と
労
働
力
の
価
値
に
適
正
な
利
潤
を
加
え
た
も
の
を
米
価
が
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
労
賃
に
つ
い
て
農
民
の
自
家
労
賃
を
都
市
均
衡
労
賃
で
計
算
す
る
と
政
府
は
い
う
の
で
あ
る
カ三
こ
の
場
合
、
ω都
市
の
い
か
な
る
企
業
で
の
労
賃
か
と
い
う
の
に
、
大
企
業
か
ら
賃
銀
統
計
の
な
い
零
細
企
業
を
ま
で
含
め
て
平
均
賃
起
を
推
定
し
て
い
る
点
、
凶
都
市
と
農
村
と
の
間
に
一
O
O対
九
一
・
六
と
い
う
物
価
売
が
あ
る
と
し
て
呉
氏
の
部
分
を
そ
れ
だ
け
安
く
し
て
い
る
点
、
旧
時
間
当
り
労
貰
の
計
算
で
は
、
工
業
と
農
業
で
の
努
働
条
件
の
差
に
よ
る
労
働
時
間
計
算
上
の
本
質
的
な
相
異
の
あ
る
点
に
問
題
が
あ
る
。
次
に
、
資
本
に
た
い
す
る
適
正
な
利
潤
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
全
く
計
算
さ
れ
て
い
な
い
。
農
民
の
投
資
は
自
己
資
金
で
あ
る
か
ら
と
し
て
、
預
金
利
率
に
ほ
ぼ
相
当
せ
る
率
し
か
採
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
そ
れ
は
資
本
に
た
い
し
て
で
な
く
費
用
に
た
い
し
て
な
の
で
あ
る
。
乙
の
ほ
か
パ
ル
ク
・
ラ
イ
ン
を
ど
こ
で
引
く
か
の
問
題
、
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
農
民
の
不
満
な
解
消
す
る
も
の
で
は
到
底
な
か
っ
た
。
算
定
方
式
の
目
ま
ぐ
る
し
い
変
遷
に
も
か
か
わ
ら
、
ず
、
米
価
は
結
果
的
に
は
相
変
ら
ず
一
一
一
o
t一
二
五
年
の
聞
は
基
本
米
価
九
、
七
O
O
円
と
い
う
線
に
維
持
さ
れ
、
生
産
者
米
価
(
政
府
支
払
平
均
価
格
、
一
I
四
等
、
包
装
込
)
は
コ
一
O
年
の
一
O
、
二
五
九
円
か
ら
三
五
年
の
一
。
、
四
二
C
円
ま
で
、
六
年
間
に
わ
ず
か
二
八
一
円
の
値
上
げ
し
か
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
か
。
ぞ
れ
は
「
形
式
的
に
は
き
わ
め
て
ド
ラ
ス
テ
ィ
ヂ
グ
に
み
え
る
算
定
方
式
の
度
重
な
る
変
更
も
、
そ
の
内
容
の
い
み
す
る
と
と
ろ
は
い
か
に
し
て
前
年
と
大
差
な
い
米
価
を
農
民
に
納
得
せ
し
め
る
と
い
う
政
府
の
苦
悩
を
し
め
す
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
基
本
米
価
の
水
準
は
大
き
く
動
か
し
難
い
と
い
う
政
策
的
要
請
が
最
初
か
ら
き
め
ら
れ
て
お
り
、
算
定
方
式
は
そ
う
し
た
路
線
に
そ
っ
て
次
々
と
新
た
に
衣
が
え
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
」
(
位
迫
尚
美
「
食
管
制
下
に
お
け
る
米
価
問
題
の
考
察
」
「
農
林
金
融
』
昭
和
三
七
年
十
一
月
十
二
頁
)
。
な
お
、
福
田
農
相
は
米
価
審
議
会
で
、
川
統
制
の
恨
幹
は
維
持
す
る
、
凶
消
費
者
米
価
(
一
一
三
年
十
月
以
来
措
置
)
は
三
六
米
穀
年
度
(
三
六
年
十
月
末
)
ま
で
据
置
く
と
言
明
し
た
。
日
本
資
本
主
義
の
米
側
問
題
(
主
)
八
五
